
八女市合併記念事業のお知らせ
全日本きんま選手権大会出場チーム募集 ほか
筑後スローフードフェスタ
よかとこツアー参加者募集 ほか
予約型乗合タクシーアンケート調査結果報告
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【今月の主な内容】

完
全
復
元
！
伊
能
図
全
国
巡
回
フロ
ア
展

五
十
歳
に
し
て
志
し
た
日
本
地
図
作
成

伊
能
忠
敬

10
／
21
～
23 
総
合
体
育
館

102011(平成23年)
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八
女
市
制
50
周
年
を
機
と
し
て
、

平
成
15
年
度
に
「
八
女
市
教
育
の

日
」
を
条
例
制
定
し
、
八
女
市
民

の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を

深
め
、
本
市
教
育
の
充
実
と
発
展

を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
八
女
市

教
育
の
日
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
町
村
合
併
記
念
事
業

と
し
て
、
八
女
市
黒
木
町
出
身
・

女
優 

黒
木
瞳
さ
ん
を
招
い
て
、
三

田
村
市
長
と
「
新
八
女
市
の
未
来
」

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
児
等

に
よ
る
文
化
発
表
会
も
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
＝
11
月
６
日
㈰　

10
時
～

14
時
30
分
（
第
１
部
・
第
２
部
）

◆
会
場
＝
八
女
市
民
会
館
「
お
り

な
す
八
女
」
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
＝
無
料

※
た
だ
し
、
第
２
部
は
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

◆
入
場
整
理
券
の
配
布

▽
10
月
11
日
㈫

◦
「
お
り
な
す
八
女
」
研
修
棟

◦
黒
木
総
合
支
所
総
務
課

▽
10
月
12
日
㈬
以
降

◦
学
校
教
育
課

◦
黒
木
総
合
支
所
総
務
課

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時
（
土

日
祝
日
除
く
）

※
電
話
等
に
よ
る
予
約
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

※
１
人
に
付
き
、
３
枚
以
内
の
発

行
と
な
り
、
な
く
な
り
次
第
入
場

整
理
券
の
発
行
は
終
了
し
ま
す
。

◆
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形　
（
子

ど
も
教
室
）

◆
星
野
太
鼓　
（
星
野
小
学
校
）

◆
中
学
生
の
主
張　

◦
「
自
分
を
見
つ
め
て
」
筑
南
中
学

校　

白
谷
正
輝

◦
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
出

会
っ
て
」
見
崎
中
学
校　

鴻
江
俊
之

◆
合
唱　
ふ
く
し
ま
幼
稚
園

◆
吹
奏
楽
部
演
奏　
八
女
学
院
中

学
・
高
等
学
校
吹
奏
学
部

※
出
演
順
は
未
定
で
す
。

※
第
１
部
終
了
後
退
場
し
て
い
た
だ

き
、第
２
部
の
入
場
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
人
権
の
た
ね
エ
コ
風
船
飛
ば
し

11
時
40
分
～
12
時
10
分（
八
女
公
園
）

◆
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課（
☎
２
３・１
９
５
４
）

八
女
市

合
併
記
念
事
業

女優 黒木 瞳 さん

対談テーマ

八女市
教育の日
イベント

市長 三田村 統之

「ふるさと八女を誇り、
愛する、美しいまちづくり」

×

会場 「おりなす八女」ハーモニーホール

※入場整理券
が必要です期日　　 月 　 日日11 6

文
化
発
表
会
　

10
時
～
11
時
30
分

第
１
部

第
２
部

黒
木
瞳
さ
ん
と
市
長
の
対
談

13
時
～
14
時
30
分

（
開
場
時
間
12
時
30
分
）

黒木 瞳プロフィール
八女市黒木町出身女優　
1981年 宝塚歌劇団入団、宝塚としては史上最速の月組トップ娘役
となる。芸名は出身地黒木町にちなんで同郷でもある五木寛之さん
が命名。1985年 宝塚退団後は、映画「化身」で“日本アカデミー賞”
新人賞を受賞。テレビ・映画・舞台・ＣＭで幅広く活躍し、いまもトッ
プ女優として活躍し続けている。2012年2月公開映画「ウタヒメ」（仮）
に主演し、映画「日本列島 いきものたちの物語」のナビゲーターも
担当している。

集合場所　岩戸山古墳別区
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各
地
で
発
見
さ
れ
た
伊
能
図
等

の
中
か
ら
厳
選
し
、
伊
能
忠
敬
が

江
戸
幕
府
に
最
終
上
呈
し
た
大
図

２
１
４
枚
、
中
図
８
枚
、
小
図
３

枚
を
す
べ
て
そ
ろ
え
、
現
物
に
近

い
描
画
と
し
て
披
露
し
ま
す
。

２
０
０
年
以
上
前
の
日
本
は
ど

の
よ
う
な
姿
で
、
ど
の
よ
う
な
地

名
で
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
、
さ
ら

に
私
た
ち
の
住
む
ふ
る
さ
と
八
女

は
、
伊
能
図
の
中
で
ど
の
よ
う
に

表
さ
れ
て
い
る
の
か
。

伊
能
大
図
の
上
を
歩
い
て
日
本

全
国
を
観
察
し
、
生
ま
れ
故
郷
を

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
10
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時
（
入
場
は

16
時
30
分
ま
で
）

※
21
日
㈮
は
９
時
30
分
か
ら
市
内

小
中
学
生
優
先
公
開

※
最
終
日
は
16
時
ま
で
（
入
場
は

15
時
30
分
ま
で
）

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

特
別
講
演
会

◦
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
13
時
30
分
～

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
剣
道
場

◦
講
師
＝
星ほ

し
の埜

由よ
し
ひ
さ尚

氏
（
伊
能
忠

敬
研
究
会
代
表
理
事
）

◦
演
題
＝
「
伊
能
忠
敬
と
伊
能
図
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課

（
☎
２
３・１
９
５
４
）

◦
期
日
＝
10
月
23
日
㈰

◦
時
間
＝
（
受
付
）
８
時
～
８
時

30
分
（
開
会
式
）
８
時
40
分
（
ス

タ
ー
ト
）
９
時

◦
参
加
資
格
＝
大
会
の
決
ま
り
や

ウ
オ
ー
ク
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
小
学

生
以
上
の
人

◦
参
加
申
込
＝
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
千
円

を
そ
え
て
郵
便
局
で
お
振
り
込
み

い
た
だ
く
か
、
八
女
市
総
合
体
育

館
に
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
古
墳
別
区
～

童
男
山
古
墳
（
10
㌔
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
・
や

め
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

完全復元伊能図
全国巡回フロア展 in 八女
期間　　  月  　日金～　  日日
会場　八女市総合体育館　※入場料無料

10 21 23

「八女丘陵の古墳群を訪ねるみち」認定コース

⃝
期
日
＝
11
月
５
日
㈯

⃝
開
場
＝
10
時
30
分

⃝
開
演
＝
11
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
演
目
＝『
貝か

い
ば
ら
え
っ
け
ん

原
益
軒
養よ

う
じ
ょ
う
く
ん

生
訓
』

～
夫
婦
が
生
ん
だ
奇
跡
の
大
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
～

養
生
訓
は
、
江
戸
時
代
に
福
岡

在
住
の
儒
学
者
の
貝
原
益
軒
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
、
健
康
に
暮

ら
す
た
め
の
解
説
で
す
。「
腹

八
分
」
を
始
め
と
す
る
身
近
な

長
寿
・
介
護
予
防
の
ヒ
ン
ト
が

学
べ
ま
す
。

⃝
チ
ケ
ッ
ト
＝
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

※
現
金
引
き
換
え
、
３
３
０
枚

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
高
齢
者
福
祉
大
会
終
了
後
に

引
き
続
き
開
催
の
た
め
、
席
は

Ｍ
列
（
13
列
）
か
ら
後
ろ
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
要
約
筆
記
、
大
写
し
の
ス
ク

リ
ー
ン
を
設
置
し
ま
す
。

⃝
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先
＝
八
女
市

役
所
健
康
課
・
各
支
所

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
高
齢

者
支
援
係（
☎
２
３・１
３
０
８
）

　

伊能図は地図上を歩きながら閲覧できます。地図面は透明性の皮膜で保護されているため、当日は必ず靴下を着用の上、ご来場ください（素足・ストッキングは不可）。ご理解とご協力をお願いします。

か
ん
だ
く
れ
な
い

神
田 

紅講
演
会

伊
能
忠
敬
と
は
┋

（
１
７
４
５
年
～
１
８
１
８
年
）

伊能忠敬は、1745年（延享2年）現
在の千葉県九十九里町で生まれる。
17歳で佐原の名家である伊能家当主
として婿養子に迎えられ、家業であ
る酒造業で商才を発揮し伊能家を立
て直しました。また、村のため名主や
村方後見として活躍しました。1794
年（寛政6年）49歳の時に、家督を
長男に譲り隠居し、翌年50歳にして
江戸に出て、江戸幕府の天文方・高
橋至

よしとき

時に師事し、測量・天文観測な
どを学びました。1800年（寛政12年）
55歳の時に、第1次測量を開始。以
後、1816年（文化13年）71歳まで10
回にわたり測量を行いました。忠敬は
1818年（文政元年）73歳で亡くなり
ました。「大日本沿海輿地全図」が完
成したのは没後の1821年（文政4年）
でした。この地図は極めて精度の高
いもので、ヨーロッパにおいて高く評
価され、明治以降国内の基本図の一
翼を担いました。

集合場所　岩戸山古墳別区
期日　　   月   　日日10 23参加者

受付中！

茶のくに・やめ
ウオーキング大会

茶のくに・やめ
ウオーキング大会

広報やめ　2011.10.13



4　2011.10.1　広報やめ

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈰
10
時
～

⃝
場
所
＝
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場

土
俵
（
雨
天
時
は
黒
木
小
学
校

土
俵
）

⃝
内
容
＝
（
団
体
戦
）
低
学
年
１
人
、
中
学

年
２
人
、
高
学
年
２
人
で
１
チ
ー
ム

（
個
人
戦
）
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
の
部

※
相
撲
大
会
後
、
高
見
盛
関
な
ど
の
力
士
と

の
ぶ
つ
か
り
稽
古

⃝
参
加
料
＝
な
し

⃝
募
集
締
切
＝
10
月
28
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
加
藤
光
男
さ
ん

（
☎
４
２
・
０
１
３
４
）

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈰　

９
時

30
分
受
付　

10
時
ス
タ
ー
ト

⃝
内
容
＝
７
㌔
コ
ー
ス

⃝
集
合
場
所
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
内
「
森

の
ビ
ー
ル
園
」

⃝
コ
ー
ス
＝
森
の
ビ
ー
ル
園
～
ど
ん
ぐ
り
拾
い

の
小
道
～
泉
と
小
島
へ
の
散
歩
道
～
山
中
渓

谷
～
え
が
お
の
小
路
～
森
の
ビ
ー
ル
園

⃝
参
加
資
格
＝
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

⃝
参
加
料
＝
７
０
０
円
（
温
泉
券
・
味
飯
・

だ
ご
汁
付
）
※
当
日
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す

⃝
募
集
締
切
＝
10
月
28
日
㈮ 

※
当
日
受
付
可

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈰　

10
時

～
16
時

⃝
場
所
＝
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場

物
産
展
会
場

⃝
出
展
料
＝
２
千
円
（
１
区
画
）

⃝
参
加
資
格
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
も
し

く
は
市
内
で
事
業
を
さ
れ
て
い
る
人

⃝
募
集
締
切
＝
10
月
７
日
㈮ 

※
先
着
順

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈰　

10
時

～
16
時

⃝
場
所
＝
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場

⃝
区
画
＝
１
区
画
２
ｍ
四
方
（
１
団
体
に
つ
き

最
大
２
区
画
ま
で
）

⃝
出
店
料
＝
５
０
０
円
（
１
区
画
）
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選

⃝
募
集
締
切
＝
10
月
７
日
㈮ 

※
先
着
順

※
区
画
割
り
当
て
は
、
申
込
順
に
実
行
委
員

会
で
行
い
ま
す
。

※
出
店
場
所
や
周
辺
を
必
ず
清
掃
し
、
ゴ
ミ

は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」

に
俵
４
０
０
㎏
（
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
は
２
０
０
kg
）
を
載
せ
、

４
２・１
９
５
メ
ー
ト
ル
を
駆
け
抜
け

ま
す
。

　
「
き
ん
ま
」
は
「
木
馬
」
と
書
き
、

上
陽
地
区
で
は
山
か
ら
木
材
を
搬
出

す
る
た
め
に
利
用
し
た
木
の
ソ
リ
で

す
。
こ
の
き
ん
ま
を
引
い
て
、
速
さ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
11
月
13
日
㈰

▼
会
場
＝
春
の
山
公
園

▼
応
募
資
格
＝
（
一
般
の
部
）
中
学
生

以
上
で
１
チ
ー
ム
５
人
以
内
、
男
女
割

合
の
制
限
な
し

（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）
中
学
生
以
上
の

女
性
５
人
以
内

▼
優
勝
賞
金
＝
（
一
般
の
部
）
30
万
円

（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）
10
万
円

※
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切
＝
10
月
28
日
㈮
必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
も
出
場
チ
ー

ム
募
集
中
！

　

主
催
者
が
準
備
し
た
「
き
ん
ま
」
に

俵
（
小
学
４
年
生
以
下
の
部
は
80
㎏
、

小
学
６
年
生
以
下
の
部
は
１
２
０
㎏
）

を
載
せ
、
４
２・
１
９
５
メ
ー
ト
ル
を

人
力
で
引
い
て
速
さ
を
競
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
11
月
12
日
㈯

▼
会
場
＝
春
の
山
公
園

▼
応
募
資
格
＝
小
学
生
１
チ
ー
ム
３
人

以
内
（
男
女
割
合
の
制
限
な
し
）

▼
優
勝
賞
品
＝
上
陽
牛
10
㌔

▼
申
込
締
切
＝
10
月
28
日
㈮
必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

▼
12
日
㈯
┋
和
太
鼓
「
童
衆
」
演
奏
、

開
運
収
穫
も
ち
ま
き
大
会
、
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
シ
ョ
ー
、
ダ
ニ
ー
馬
場

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
13
日
㈰
┋
八
女
学
院
中
学
・
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

11月12日土・13日日
八女上陽まつり

全日本きんま選手権大会出場チーム募集中！
ゲストコメンテーターは
斉藤ふみさん！

八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

出
場
者・出
展
者
を

募
集
し
ま
す

「
子
ど
も
相
撲
」
参
加
者

「
紅
葉
ウ
オ
ー
ク
」
参
加
者

「
物
産
展
」
出
展
者

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」出
店
者

あなたはどこでスローフード体験しますか？

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
黒
木
総
合
支
所

産
業
経
済
課
）

☎
４
２・１
１
１
５

N
４
２・０
１
７
２



野山にある鮮やかな緑色のよも
ぎをふんだんに使った団子やま
んじゅうづくり体験、お昼は郷
土料理に舌鼓。矢部村の自然を
満喫し、あなたも杣人になる一
日を体験してみませんか。
⃝日時＝11月５日㈯ 10時～ 16時
⃝会場＝秘境杣の里渓流公園
⃝参加料＝大人2500円、小学生
2000円、小学生以下1000円

⃝定員＝50人（10月３日から予約受付）
⃝内容＝よもぎ団子・よもぎまんじゅう作り、ゲーム大
会（三角木馬・つり橋ボーリング・ひしゃく投げ）、
闘水会（利き水）＆方言クイズなど
⃝問い合わせ＝秘境杣の里渓流公園

（☎47・3000）

星野村のパワースポット「麻生池と室山
熊野神社」巡りをしてみませんか！自然
観察指導員と観光ボランティアガイドの
説明で思いもよらぬ発見があるかも。昼
食の一品「サツマイモ」を自分で掘って

ください。女性グループが心を込めておいしい田舎料理
を準備します。
⃝日時＝10月23日㈰　10時～ 15時
⃝集合場所＝星のふるさと公園内おばしゃんの店清流
⃝参加費＝大人（中学生以上）1000円・
子ども（小学生）500円
⃝募集人員＝40人（要予約）
⃝内容＝イモ堀り体験、麻生池周辺自
然観察、田舎料理バイキング、室山
熊野神社散策など
⃝申込締切＝10月14日㈮　
※定員になり次第締切
⃝申し込み・問い合わせ＝星野支
所商工観光係(☎52・3114)

秋摘み新茶の釜煎り、手もみ体験。郷土の食材を生
かした霊巌寺の精進料理。畑に入ってイモ掘りを、掘っ
たイモはお土産に。
⃝日時＝10月29日㈯　10時～ 14時30分
⃝会場＝お茶の里記念館
⃝参加費＝大人 2500円、子ども（15
歳以下）2000円
⃝定員＝35人（予約制）
⃝問い合わせ＝お茶の里記念館

（☎42・4305）※水曜休館

地域のシンボルとなっている朧
おぼろ

大橋に
隣接した元下横山小学校で昔懐かしい
食づくり体験を行います。雲がわき、
水が生まれる山里で日ごろの疲れを癒
やしませんか。
⃝日時＝11月６日㈰　10時～ 15時
⃝会場＝ふるさとわらべ館「わらべの里研修センター」
⃝体験＝コンニャク・石窯パン（各500円、要予約）、
かずら工芸（1000円～）※小学生以下は保護者同伴

⃝催し＝石臼挽き豆腐づくり実演、お
茶の試飲会、もちつき、バザー、田
舎の音楽会、収穫もちまき大会　　
⃝同時開催イベント
第20回わらべの森マウンテンバイク耐
久＆キッズレース
⃝申し込み・問い合わせ＝ふるさとわら
べ館（☎54・2442 N54・2443）

八女福島の情緒あふれる
白壁の町並みで、八女の
元気でお茶女（おちゃめ）
なおばちゃんたちのおい
しい手作り料理を楽しん
でいただきます。地元の
人々と楽しい話に花を咲かせ、おいしいお茶を飲んで
ゆったりと流れる時間を過ごしませんか。
⃝日時＝11月４日㈮　11時30分～（限定30食）
⃝会場＝高橋宏さん宅（八女市本町白壁の町並み内）
⃝参加料＝一人500円
⃝定員＝30人　※申込不要、先着順
⃝問い合わせ＝観光振興課（☎23・1192）

筑後スローフード
フェスタ
筑後地域に受け継がれる多彩な郷土料理や、地元
の農業、漁業にかかわる人々のたゆまぬ努力によ
るありとあらゆる食材は、まさにスローフード。秋
の一日を八女・奥八女で一緒に楽しんでください。

パワースポット巡りとイモ掘り体験

八女のひるごはん

お茶の里でお茶体験

杣人になろう！  ～ 自然を丸かじり ～

わらべの森王国ランド・秋まつり

星野八女

黒木

上陽

矢部

あなたはどこでスローフード体験しますか？

5 広報やめ　2011.10.1
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ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ル
ー
ル

　

七
つ
の
く
に
の
観
光
地

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
１
～
３

か
所
ス
タ
ン
プ
印
を
置
い
て

い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
所
を
ス
タ
ン
プ
台
紙

に
記
載
の
ヒ
ン
ト
を
た
よ
り

に
、
探
し
て
く
だ
さ
い
。

　

七
国
そ
れ
ぞ
れ
に
特
定

の
ス
タ
ン
プ
印
を
ス
タ
ン
プ

台
紙
の
特
定
の
場
所
に
押

し
、７
つ
そ
ろ
う
と
七
国
賞
、

５
つ
そ
ろ
う
と
五
国
賞
、
３

つ
そ
ろ
う
と
三
国
賞
を
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ス
タ
ン
プ
台
紙
設
置
場
所

▽
筑
後
市
役
所
商
工
観
光

課
▽
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
▽
筑

後
商
工
会
議
所
な
ど

※
筑
後
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

各
市
町
で
１
～
３
か
所
（
各

市
町
、
１
文
字
の
ス
タ
ン
プ

を
基
本
と
し
た
謎
か
け
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）

応
募
方
法

▽
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
の

応
募
箱

▽
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

賞
品

▽
七
国
賞　

２
本

▽
五
国
賞　

５
本

▽
三
国
賞　

10
本

抽
選
方
法

１
月
23
日
㈪
に
筑
後
地
域

広
域
観
光
推
進
協
議
会
事

務
局
で
抽
選
し
、
決
定
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

筑
後
市
役
所
商
工
観
光
課

（
☎
５
３・４
１
１
１
）

八
女
の
魅
力

再
発
見
！

八
女
よ
か
と
こ
ツ
ア
ー

八
女
よ
か
と
こ
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、「
つ
な
が
り
、

響
く
、
八
女
の
人
と
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
観

光
資
源
と
地
域
資
源
を
め
ぐ
り
、
茶
の
く

に
の
よ
か
と
こ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を

も
と
に
ツ
ア
ー
商
品
や
お
も
て
な
し
講
座

も
続
々
企
画
予
定
。

・集合時間＝8時45分集合
・解散時間＝16時30分（予定）
・集合場所＝星野支所駐車場
・申し込み・問い合わせ＝星野
支所商工観光係（☎52・3114）

・集合時間＝8時45分集合
・解散時間＝16時30分（予定）
・集合場所＝伝統工芸館西側駐車場
・申し込み・問い合わせ＝観光
振興課（☎23・1192）

・集合時間＝8時45分集合
・解散時間＝16時30分（予定）
・集合場所＝黒木総合支所駐車場
・申し込み・問い合わせ＝黒木総
合支所商工観光係（☎42・1115）

森林セラピー、伝統的建造物群保存
地区、霊巌寺など、旧星野村にお住
まいの人が旧黒木町を観光します。

大杣公園、八女津媛神社、日向
神峡など、旧八女市にお住まい
の人が旧矢部村を観光します。

陶芸体験、キウイ狩り、旧大内邸
見学など、旧黒木町にお住まい
の人が、旧立花町を観光します。

第４弾

旧黒木町

第５弾

旧矢部村

第６弾

旧立花町

10木／11

11金／11

1117木／
共通事項
・参加料＝各2,000円（昼食代等を含む）
・募集人員＝それぞれ20人（応募多数の場合は抽選）
・募集締切＝10月21日㈮

あ
な
た
の
笑
顔
と
お
も
て
な
し

人
が
好
き 

八
女
が
好
き 

自
然
が
好
き

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

旧星
野村

対象

旧八女市対象

旧黒木町
対象

開催時期＝10月1日㈯～ 1月9日㈷
筑後地域広域観光推進協議会（筑後市・
八女市・柳川市・大川市・みやま市・広川
町・大木町）では、広域観光企画としてス
タンプラリーを実施します。

筑後七国
スタンプラリー
筑後七国
スタンプラリー

探検

八女市

広川町

筑後市

みやま市
柳川市

大川市
大木町



▽
期
日
＝
12
月
18
日
㈰

▽
会
場
＝
八
女
市
立
花
運
動
場

▽
参
加
資
格
＝
健
康
で
完
走
可
能
な
人

▽
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
千
円

▽
昼
食
＝
参
加
者
全
員
に
だ
ご
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す

▽
種
目
＝
【
駅
伝
１・５
キ
ロ
コ
ー
ス
】
小
学
生
男
子・

小
学
生
女
子・中
学
生
女
子・一
般
女
子・オ
ー
プ
ン（
記

載
部
門
以
外
の
５
人
に
よ
る
混
合
チ
ー
ム
）

【
駅
伝
２・３
キ
ロ
コ
ー
ス
】
高
校
生
男
子
・
高
校
生

女
子
・
中
学
生
男
子
・
一
般
男
子

【
マ
ラ
ソ
ン
】
申
込
書
に
補
欠
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
い
る
人
で
希
望
者
に
よ
り
駅
伝
終
了
後
、
１・５
キ

ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▽
表
彰
＝
全
種
目
タ
イ
ム
計
測
有
（
各
種
目
上
位
３

チ
ー
ム
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
以
外
は
区
間
賞
、
た
だ
し
マ

ラ
ソ
ン
は
表
彰
な
し
）

▽
申
込
締
切
＝
11
月
18
日
㈮　

▽
申
込
書
提
出
先
＝
総
合
体
育
館
・
各
支
所
総
務
課

※
申
込
書
は
総
合
体
育
館
・
各
支
所
に
備
え
て
い
ま

す
（
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
）。

※
郵
送
ま
た
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
チ
ー
ム
応
援
旗
コ
ン
テ
ス
ト

「
自
分
の
チ
ー
ム
を
応
援
し
よ
う
！
」

※
申
込
書
に
添
付
し
て
あ
る
用
紙
に
応
援
旗
の
デ
ザ

イ
ン
を
記
入
し
て
、
申
込
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
実
行
委
員
で
小
旗
を
作
成
し
当
日
受
付
で

お
渡
し
し
ま
す
。
優
秀
デ
ザ
イ
ン
に
は
賞
品
も
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
立
花
支
所
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
）

☎
２
３・５
１
４
３

※
出
店
者
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中

第２回八女市駅伝大会
参加者募集
1.5キロと2.3キロの2コースをそれぞれ5人の選手がタスキをつ
ないでいきます。友人、職場、学校、親子など楽しいメンバー
でお気軽にご参加ください。

会場＆
コースガイド

走れ
！
つな
げ！

タス
キのわ

八 女市内で収穫される旬の食材や保存食を使った
地元の家庭料理が一つのお弁当になりました。

市町村が合併し、お母さんの味も一つになって完成し
た「おいしかもん弁当」をぜひご賞味ください。
★日時＝10月9日㈰　11時30分～ 13時30分
★会場＝おりなす八女はちひめホール
★内容＝おいしかもん弁当とだご汁セット600円（先
着250個の販売）
※各地域の産直市も行います。
★問い合わせ＝観光振興課

（☎23・1192）

広内・上原地区の棚田は、「日本の棚田百選」
にも選ばれた最も美しい棚田です。あなた

もこの棚田の景観を守るため、家族や友だちと参
加してみませんか！
★日時＝10月16日㈰　9時30分集合　※小雨決行
★集合場所＝八女市星野村耳納館
★募集人員＝100人程度
★参加費＝大人（中学生以上）1000円・子ども（小学生）
500円（昼食代、温泉の入浴料含む）
★申込締切＝10月12日㈬　※定員になり次第締切
★申し込み・問い合わせ＝広内・上原地区棚田保存実
行委員会（星野支所商工観光係内）（☎52・3114）

山に囲まれた旧白木小学校を会場に、演劇の公演
や各教室を利用した文化発表会・展示会を行い

ます。またステージでは太鼓の競演や地域の出し物な
ど行います。地域の団体等による出店も行いますので、
来て見て食べて「白木の秋の収穫」をお楽しみください。
★日時＝11月3日㈭　9時～
★場所＝旧白木小学校
★内容＝西短演劇部の公演、文化発表会、展示会、
太鼓の競演・地域の出し物など
★問い合わせ＝白木地区地域振興会議事務局　松尾
さん（☎090・9577・3485）

「八女のかあちゃん 
おいしかもんサミット」

稲刈り体験交流事業

白木の秋の収穫祭

期日　　月　日日10 ９

期日　　月　  日日10 16

期日　　月　日祝 11 3

イメージ画像

広報やめ　2011.10.17

旧星
野村

対象

※選手用駐車場はP1
　（立花小学校）です。
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利
用
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人

２
０
８
１
人
の
中
か
ら
、
４
０
０
人
を
地

域
別
に
抽
出
、
71
％
に
あ
た
る
２
８
５
人

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
集
約

結
果
は
次
ペ
ー
ジ
）

　
ま
た
、
利
用
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
人
の
内
、
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
65

歳
以
上
の
人
３
９
５
９
人
の
中
か
ら
、
１

０
０
人
を
抽
出
、
57
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
郵
送
に
よ
る
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
い
回
収
率
と
な
り
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
へ

の
高
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ご
記
入
い
た
だ
い
た
61
人
か

ら
感
謝
の
声
。
残
り
の
意
見
の
ほ
と
ん
ど

も
、
期
待
す
る
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
対
し
て
、
大
き
な
期
待

と
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

が
、
は
っ
き
り
分
か
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
驚
く
ほ
ど
多
く
の
皆
様
か
ら
、「
安

心
し
て
生
活
で
き
る
」「
便
利
に
な
っ
た
」

「
助
か
っ
て
い
る
」「
続
け
て
ほ
し
い
」
等
の

感
謝
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
土
曜
日
の
運
行
を
望
む
声
や
、

最
終
便
の
時
間
を
も
っ
と
遅
く
し
て
ほ
し

い
と
の
声
も
少
な
か
ら
ず
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
路
線
バ
ス

と
違
っ
て
、
バ
ス
停
ま
で
行
か
な
く
て
も

乗
れ
る
乗
り
物
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
便

利
な
反
面
、
バ
ス
よ
り
も
多
少
経
費
が
か

か
る
た
め
、
平
日
の
み
の
運
行
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
夕
の
通

勤
通
学
時
間
帯
は
、
バ
ス
の
方
が
効
率
よ

く
乗
客
を
運
べ
る
た
め
、
バ
ス
と
の
競
合

を
避
け
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
最
終
便
は

４
時
便
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
今
後
も
末
永
く
ご
利

用
い
た
だ
く
公
共
交
通
と
す
る
た
め
、
費

用
対
効
果
を
慎
重
に
検
討
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い

た
皆
様
の
声
を
踏
ま
え
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
本
格
運
行
に
向
け
て
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

80
％
の
人
が

「
暮
ら
し
が
便
利

に
な
っ
た
」と
回
答

　

市
で
は
、
８
月
に
、
昨
年
か
ら
試
験
運
行
を
し
て
い
る
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
本
格
運
行
に
向
け
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
利
用
経
験
者
４
０
０
人
、
未
利
用
者
１
０
０
人
を
地
域
別
に
抽
出
し
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
使
い
勝
手
や
、
日
常
生
活
へ
の
影
響
、
事
業
の
必
要
性
な
ど
を
お
尋
ね
し
た
も
の
で
、
利
用
経
験
者
の
80
％
の

人
か
ら
「
暮
ら
し
が
便
利
に
な
っ
た
」、
94
％
の
人
か
ら
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
必
要
」
と
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
の

経
験
が
な
い
人
か
ら
も
、
87
％
の
人
か
ら
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
必
要
」
と
回
答
い
た
だ
き
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、
市
民
生
活
を
支

え
る
新
し
い
公
共
交
通
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
た
調
査
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

1回の乗

車につき

300円

自宅玄関
から目的
地玄関へ

皆
様
の
声
を
踏
ま
え
、
本
格
運
行
に

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

■
調
査
件
数
と
回
収
率

■
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
予

約
が
あ
っ
た
時
に
予
約
が
あ
っ
た
区

間
だ
け
を
運
行
し
、
複
数
の
利
用

者
が
乗
合
で
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー

で
す
。
利
用
者
の
玄
関
か
ら
目
的

地
の
玄
関
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
予

約
が
な
け
れ
ば
運
行
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
タ
ク
シ
ー
を
使
用
す
る
に

は
、
受
付
・
配
車
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
、
事
前
に
利
用
登
録
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
用
登
録
は
、
地
域
支
援
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
課
で
行
え
ま
す
。

登
録
が
済
み
ま
し
た
ら
、登
録
カ
ー

ド
を
交
付
し
ま
す
。
利
用
登
録
は

無
料
で
す
。
利
用
の
際
に
は
必
ず

「
予
約
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課
交

通
対
策
係
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

利
用
す
る
に
は

利
用
登
録
が
必
要
で
す

予
約
セ
ン
タ
ー　

　
☎
３
３
・
２
０
０
２



《問２》運行日についてお尋ねします
現在、平日のみ運行し、土日祝日年末
年始は運休していますが、日常生活に
お困りはありませんか。

《問 7》利用料金についてお尋ねします
現在、1乗車当たりの料金は 300 円～ 400
円になっています

《問8》移動できる範囲についてお尋ねします
原則として同じエリア内での利用とさせていただ
いていますが、日常生活にお困りはありませんか

《問 16》乗合タクシーの取り組み全体に
ついてお尋ねします　この乗合タクシーの
取り組みは、今後も必要だと思われますか

《問15》乗合タクシーの利便さについてお
尋ねします　乗合タクシーができて、毎日の
暮らしが便利になったとお感じですか

困っていない
34％

便利になった
80％

変わらない13％

不便になった1％

納得できる
76％

困っていない
60％必要

85％

どちらかと言
えば困ってい

ない17％

どちらかと言
えば必要 9％

どちらかと言えば
必要でない1％

必要でない 5％

どちらかと言えば
困っている9％

困っている4％

どちらかと言えば
納得できる13％

どちらかと言えば
納得できない 3％

納得できない 8％

どちらかと言
えば困ってい
ない17％

どちらかと言
えば困ってい
る29％

困っている
9％

未回答
11％

未回答 6％

未回答
10％

アンケートに
ご協力ありがとう
ございました

《問１》　予約受付時間　78％の人が「納得」
《問２》　運転日　51％の人が「困っていない」、
　　　38％の人が「困っている」

《問３》　便数　75％の人が「ちょうど良い」
《問４》　始発時間　85％の人が「ちょうど良い」
《問５》　昼休み　73％の人が「正午のままでいい」
《問６》　最終便の時間　52％の人が「ちょうどよい」、
　　　　39％の人が「早すぎる」

《問７》　利用料金　89％の人が「納得」
《問８》　移動できる範囲　77％の人が「困っていない」
《問９》　目的地までの時間　83％の人が「困っていない」
《問10》　バスとの乗り継ぎ　64％の人が「支障がない」
《問11》　車両の乗り降り　93％の人が「満足」
《問12》　運転手の対応　91％の人が「満足」
《問13》　予約センターの対応　89％の人が「満足」
《問14》　外出機会の変化　38％の人が「増えた」
《問15》　暮らしの便利さ　80％の人が「便利になった」
《問16》　乗合タクシーの必要性　94％の人が「必要」

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果

※詳細はホームページに掲載します。

《問１》　利用していない理由……58％
の人が「自分で運転」、39％の人が「家
族が送迎」
《問２》今後の利用予定……72％の人
が「今後利用する」
《問３》乗合タクシーの必要性……
87％の人が「必要」
《その他ご意見ご感想》
　22人から、感謝、異論、要望など、
様々な声をいただきました。このうち、
12人が肯定的なご意見、４人が改善
を要望するご意見でした。

■利用者向けアンケート■未利用者向けアンケート
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八
女
伝
統
工
芸
館
北
側
の

旧
日
本
通
運
跡
地
等
に

建
設
中
の
「
八
女
伝
統
工
芸

館
物
産
館
（
仮
称
）」
が
、
平

成
24
年
春
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で

す
。
観
光
情
報
を
発
信
す
る
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
特
産
品
を

取
り
そ
ろ
え
た
物
産
ス
ペ
ー
ス
、

来
館
者
が
休
憩
し
、
く
つ
ろ
げ

る
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
ト
イ
レ
（
別

棟
）
を
整
備
し
ま
す
。
皆
さ
ん

が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
八
女
市

全
域
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
施

設
と
な
る
よ
う
な
愛
称
を
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
方
法
等
＝
▽
市
内
外
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
応
募

で
き
ま
す
。

▽
お
一
人
何
点
で
も
ご
応
募
で
き

ま
す
が
、
異
な
る
作
品
に
限
り

ま
す
。

▽
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
ご
持
参
に
よ
り
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
に
よ
り
直
接
応
募
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▽
様
式
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
愛
称
、
命
名
の
理
由
や
コ

メ
ン
ト
、
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
必

ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
期
間
＝
10
月
３
日
㈪
～

10
月
31
日
㈪
※
郵
送
の
場
合
当

日
消
印
有
効
。

◦
賞
品
＝
採
用
作
品
１
点
（
八

女
の
特
産
品
）

◦
発
表
＝
採
用
者
に
は
直
接
通

知
し
ま
す
。
決
定
し
た
愛
称
は
、

広
報
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
し
ま
す
。

◦
そ
の
他
＝
採
用
作
品
に
関
す

る
諸
権
利
は
、
八
女
市
に
帰
属

し
ま
す
。
応
募
作
品
は
自
作
か

つ
未
発
表
の
も
の
と
し
、
第
三

者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
よ
う

十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
応

募
者
の
個
人
情
報
は
、
愛
称
募

集
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
役
所
商
工
振
興
課
（
〒
８
３

４
―
８
５
８
５
八
女
市
本
町
６

４
７
番
地
）
☎
２
３
・
１
５
９
６

N
２
３
・
５
４
１
１

Q

syokoshinko@
city.

yam
e.lg.jp

第
７
回
環
境
フ
ェ
ア
in
八
女
に
併
せ
て
、「
犬
の

し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

愛
犬
と
も
っ
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
犬
の
し

つ
け
方
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
愛
犬
の
問

題
行
動
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
。
叱
る
の
で
は

な
く
褒
め
る
こ
と
で
愛
犬
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
。そ
ん
な
し
つ
け
の
方
法
が
学
べ
ま
す
。犬
を
飼
っ

て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら
飼
お
う
と
お
考
え
の
人
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
参
加
費
無
料

◦
講
師
＝
家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
福
島
み
ゆ
き

さ
ん
◦
日
時
＝
10
月
30
日
㈰
10
時
～
12
時
（
９
時

30
分
受
付
～
）
◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
第

３
研
修
室
◦
募
集
人
員
＝
40
人
程
度
（
先
着
）
◦
申

し
込
み
方
法
＝
10
月
28
日
㈮
正
午
ま
で
に
電
話
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

＝
社
会
環
境
課
生
活
環
境
係
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
）
を
持
ち
歩
い
た

り
、
包
装
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
り
し
て
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
普
段
の
買
い
物
で
環
境
の
こ

と
を
考
え
て
ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ
ジ
袋
を
断

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
お
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

不
要
な
レ
ジ
袋
の
辞
退
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

▽
詰
め
替
え
商
品
や
簡
易
包
装
商
品
、エ
コ
マ
ー

ク
な
ど
の
環
境
配
慮
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▽
県
内
の
一
斉
行
動
参
加
店
の
取
り
組
み
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ご
み
と
資
源
を
考
え
る
福
岡

県
民
会
議
事
務
局
（
福
岡
県
循
環
型
社
会
推
進

課
内
）
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
７
１

１０月はマイバッグキャンペーンの強化月間です

ご
み

が減る  笑顔が増える
マイバッグ犬 の し つ け 方 教 室

仮
称

八
女
伝
統
工
芸
館
物
産
館
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

平成24年

春
オ
ー
プ
ン
！
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八
女
市
農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
～
11
月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
と
し
て
、
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
平
成
21
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
の
規
定

に
基
づ
く
も
の
で
、
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
１
回
、
そ
の
区
域

内
に
あ
る
農
地
の
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　　
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と

同
時
に
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
耕
作
放
棄
地
の
調
査
や
保

全
管
理
の
お
願
い
等
を
行
い
、
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
12
月
に
改
正
農
地
法
が
施
行
さ
れ
「
農
地
に
つ
い

て
所
有
権
ま
た
は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
お
よ
び
収
益
を
目
的

と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
は
、
当
該
農
地
の
農
業
上
の
適
正
か

つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
よ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
の
責
務
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
遊
休
農
地
は
、
火
災
や
病
害
虫
の
発
生
原
因
と
な
り
、
隣
接

の
住
民
や
農
地
へ
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
の
で
、
除
草
、
病

害
虫
駆
除
等
、
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
農
地
の
貸
付
や
譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
地
元

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
農
業
委
員
会
（
☎
２
３
・
２
４
０
７
）

　福岡県後期高齢者医療制度の
被保険者を対象に健康診査を実
施しています。平成 23 年度の受
診期限は平成24年3月31日です。
まだ受診していない人は、指定医
療機関等でお早めに受診をお願い
します。指定医療機関については、
受診票と一緒に一覧表をお送りし
ています。受診のときは、「被保険
者証（保険証）」と広域連合が郵
送した「受診票」が必要です。受
診票が見あたらない場合は再発行
をいたしますので、お問い合わせ
ください。※生活習慣病で治療中
の人は受診の対象となりません。
◦問い合わせ＝福岡県後期高齢者
医療広域連合お問い合わせセン
ター（☎ 092651・3111）

健康診査は毎年受
けましょう！！

　

結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
十
二
単

衣
と
束
帯
姿
で
お
二
人
の
新
し
い
門
出
を

飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
期
日
＝
平
成
24
年
２
月
26
日
㈰
、
３
月
４

日
㈰
※
各
１
組
、応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
（
宮
野
町
）

⃝
費
用
＝
玉
串
料
３
万
円

⃝
申
し
込
み
締
切
＝
10
月
31
日
㈪

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３・１
１
９
２
）

　

あ
な
た
の
家
に
眠
っ
て
い
る
「
箱
び
な
」

を
お
譲
り
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
つ
り
期
間
中
、
白
壁
の
町
並
み
の
中

に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課
（
☎
２
３
・

１
１
９
２
）

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
思
い
出
の
結
婚
式
を

箱
び
な
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

来
年
２
月
11
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
間
、

八
女
地
方
独
自
の
「
箱
び
な
」
を
中
心
に
、

福
島
の
町
並
み
や
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か

所
に
雛
人
形
を
展
示
。
期
間
中
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ま
ち
は
雛
の
里
一
色
に
染

ま
り
ま
す
。
※
写
真
は
今
年
２
月
の
結
婚
式
の
様
子

雛の里
八女ぼんぼりまつり

農
地
パ
ト
ロ
ー

ル（
農
地
利
用

状
況
調
査
）
を

実
施
し
ま
す
。

○
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
相
当

年
齢
の
女
子
（
平
成
７
年
４
月

２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
）
を
対

象
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対

す
る
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
種
類
は
こ
れ
ま
で
「
サ
ー
バ

リ
ッ
ク
ス
」
の
み
が
公
費
助
成
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
９

月
15
日
以
降
に
接
種
を
開
始
さ
れ
る
人

は
、「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
も
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
助
成
は
ど
ち
ら

か一
方
の
種
類
の
み
の
接
種
分
で
す
。
す

で
に
１
回
目
ま
た
は
２
回
目
を
接
種
さ

れ
た
人
は
、
同
じ
ワ
ク
チ
ン
で
接
種
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。
は
じ
め
て
接
種
す

る
人
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
接
種
す
る
間
隔
や
効
果
等
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
で
相
談
し

て
ど
ち
ら
か
に
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」
… 

子
宮
頸
が

ん
を
引
き
起
こ
す
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
16
、
18
型
の
感
染
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

◦
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
… 

子
宮
頸
が
ん
や

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
な
ど
を
引
き
起
こ

す
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

６
、
11
、
16
、
18
型
の
感
染
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン

◦
助
成
期
限
＝
平
成
24
年
３
月
31
日

※
高
校
2
年
生
に
つ
い
て
は
9
月
30
日

ま
で
に
１
回
目
を
接
種
し
た
場
合
に
限

り
、
残
り
の
回
数
も
公
費
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
4
月
以

降
の
助
成
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
国
で

検
討
中
で
す
。

※
２
回
目
以
降
の
接
種
の
際
に
は
、
自

分
の
接
種
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

と
回
数
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

接
種
記
録
を
必
ず
持
参
し
、
接
種
時
に

医
師
に
確
実
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
健
康
推
進
係

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

広報やめ　2011.10.111
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

パ
パだって

が
ん
ばって
る
よ
！

　

仕
事
と
家
事
育
児
を
両
立
し
、

充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

パ
パ
の
自
立
だ
け
で
な
く
、
マ
マ

の
生
き
方
や
子
ど
も
の
可
能
性
を

広
げ
、
将
来
的
に
見
る
と
少
子

化
対
策
に
も
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
近
頃
、
子
育
て
を
楽
し

み
な
が
ら
自
分
自
身
も
成
長
す

る
男
性
を
「
イ
ク
メ
ン
」
と
か
い

う
そ
う
で
す
。
今
回
は
、
９
月
か

ら
西
公
民
館
で
始
ま
っ
た
イ
ク
メ

ン
講
座
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

パ
パ
た
ち
を
取
材
し
ま
し
た
。

星
野
に
あ
る
鄙ひ
な
の
厨
房
ひ
ま

わ
り
の
店
を
経
営
し
な
が

ら
、
各
地
で
料
理
教
室
を
開

き
、
地
元
で
採
れ
た
旬
の
野

菜
を
使
っ
た
手
作
り
料
理
の

お
い
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す

講
師
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」 

　
　
　
向
あ
け
み
さ
ん 

子どもの成長はあっという間。 
その瞬間を大事に楽しんでくださ
い。“パパ自身が楽しくやれること”

 から始めましょう！ 
　主催者より

外で働くパパの姿を見せら
れないからできるだけ一緒
にしたいな。Ｎさん 

料理はママが得意だから、お風呂入れ
や寝かしつけは私がしています。Ｋさん 

無理しないで、できること、できない
ことをお互い理解して、ママと役割
分担したら楽じゃないかな。Ｎさん 

一人暮らしだった頃は、よく料理していたけど
…今、子どもと遊ぶのが楽しいです。Ｙさん

料理って、やってみると意外と 楽しいね。
Ｋさん 

日ごろ職場では話せない、 子育てのこと…
パパ同士話しができてイイですね。Ｒさん 

【イクメン講座 】子育てを楽しむヒントをつかみ自分なりの「イクメン」を目指しませんか。受講料無料、実費負担◦日時＝10/1、11/5、12/3、10 時
～12時◦会場＝西公民館◦内容＝子どもがよろこぶ読み聞かせ、おうちで作るカフェごはん他◦申し込み・問い合わせ＝西公民館（☎ 24・5272）

さ
あ
、
こ
の
料
理
を 

時・

・

・
間
内
に
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
（
講
師
） 

いただきま～す！
完 成

え ！～

メ
ニ
ュ
ー 

・
肉
巻
き
焼
き
お
に
ぎ
り 

・
た
た
き
き
ゅ
う
り
の
み
そ
あ
え 

・
ゴ
ー
ヤ
サ
ラ
ダ 

・
い
ち
じ
く
の
コ
ン
ポ
ー
ト 

う
ま
っ
！

先
生
、
ど

う
で
し
ょ
う

か
？ 

う
ま
そ
～

す
ら
ごつ
言
っ
た

ら
い
か
ん
で
す
よ 

普
段
も
や
っ

て
ま
す
！ 

よ
～
く
混
ぜ
て
ね

手
作
り
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
だ
ぁ
♪ 

お
も
し
ろ
ー
い

今
、
話
し

か
け
ん
で

ね
～ 

こっ
ち
が
、

見
た
目
き

れ
い
じ
ゃ
な

　
い
？

玉
葱
の
薄

切
り
っ
て
、

ど
っ
ち
む

き
？ 気

を
つ
け

て
ね

ま
か
せ
て
！ 

あ～あ、 
こげちゃったね

あ
ち
ゃ
～ 

こ
り
ゃ
、 

　
い
か
ん

セ
ン
ス
が
、
問
わ

れ
ま
す
よ
ね 

よ
し
！ 

盛
り
付
け
！
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八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
10
月
の
企
画
展
は
、
藍

の
香
り
展
と
し
て
來
民
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら

厳
選
し
た
藍
染
を
展
示
し
ま
す
。

　
吉
岡
威
夫
さ
ん(

熊
本
県
山
鹿
市)

が
開
設
し

た
來
民
文
庫
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
の
藍
染
の
古
布
や
仕
事
着
１
万
点
が
収
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
藍
染
の
デ
ザ
イ
ン
図
録
を
作
成
し
た

２
７
７
枚
の
中
か
ら
風
呂
敷
・
暖
簾
・
油
単
（
婚
礼

用
具
の
箪
笥
・
長
持
の
塵
除
け
、
日
除
け
の
た
め
の

被
い
布
）の「
筒
描
」を
中
心
に「
久
留
米
絣
」、「
絵
絣
」、

「
型
染
」、「
縞
・
格
子
」
な
ど
を
展
示
。
豊
か
な
手
織

り
の
古
布
や
仕
事
着
を
通
し
て
、
美
し
い
藍
染
の
世

界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
９
月
27
日
㈫
～
10
月
30
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

（
☎
２
３・４
３
１
１
）

藍
の
香
り
展

來
民
文
庫

コレク
ション

10月の
横町町家
交流館の
催し

【地場産品発掘・ブランド化事業】
・永松　晃（大阪府阪南市）
【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
・永松　晃（大阪府阪南市）
【その他市長が必要と認める特定の事業】
・永松　晃（大阪府阪南市）
・原口　俊文（上陽町久木原）
・森　文男（福岡県春日市）
８月末現在累計額＝１３,３６４,３５４円

ハーモニーホール
10/ ９㈰

①13：30 ～
②18：00 ～

角  律子  ふるさと公演
チケット 3,500 円
問三鈴企画　☎ 092・483・1880

10/20 ㈭
19：00 ～

「八女ベーゼンドルファー音楽祭」プレ・コンサート
シュトス弦楽四重奏団 with 後藤珠美
一般 2,000 円（セット券 3,000 円）
問ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト☎ 24・3829

10/23 ㈰
13：30 ～

第 28 回市民コンサート 料金 300 円
問八女市音楽協会☎ 090・4514・4249

10/30 ㈰
13：30 ～

吹奏楽フェスティバル 入場無料
問八女市民吹奏楽団☎ 090・3735・1159

11/3 ㈷
14：00 ～

「八女ベーゼンドルファー音楽祭」プレ・コンサート
石井啓一郎 with 石井啓子ヴァイオリンリサイタル
一般 2000 円（セット券 3,000 円）
問ベーゼンドルファー音楽祭プロジェクト☎ 24・3829

はちひめホール
10/9 ㈰

11：30 ～
八女のかあちゃんおいしかもんサミット 
問観光振興課☎ 23・1192     

10/10 ㈷
①10：00 ～
②12：45 ～
③15：30 ～

秋の上映会「武士の家計簿」
一般 1,200 円（当日1,500 円）
中高生・しょうがい者 800 円
問映画を楽しむ会☎ 090・1169・3993

10/22 ㈯
13：30 ～

岩崎記代子コンサート「八女をうたう」
参加費 1,000 円
問観光振興課☎ 23・1192

10/23 ㈰
10：00 ～

しょうがい者支援チャリティーバザー
問八女ライオンズクラブ事務局☎ 24・3313

11/6 ㈰
11：00 ～

八女福島文芸座
特別ゲスト　津軽三味線　近藤摩郎
一般1,500 円（軽昼食付）小学生以下入場不可
問八女福島文芸座事務局☎ 090・8413・6128

♪
♪おりなす八女

　　イベント情報

ふるさと支援寄附のお礼※敬称略

資産等報告書の閲覧について
　八女市政治倫理条例の規定に基づき、先に繰上補充で
当選された議員から配偶者の分を併せて資産等報告書の提
出がありましたので次のとおり閲覧に供しています。閲覧を
希望する人は、議会事務局（立花庁舎）まで申し出ください。
◦閲覧期間＝議員の任期満了の日まで
　（ただし、土曜日、日曜日および祭日等を除きます）
◦閲覧時間＝8 時 30 分～17 時
◦閲覧場所・問い合わせ＝議会事務局（☎２３・４９２２）

♪

筒描　波を渡るうさぎ

600円（だご汁付き）
先着250人
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乗
合
タ
ク
シ
ー
は
必
要
と
は
思
い
ま
す
が
、

そ
の
反
面
予
約
と
か
制
約
さ
れ
る
の
を
嫌
う

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
急
い
で
い
る
の
か
、

運
転
手
の
性
格
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
安

全
運
転
が
お
そ
ろ
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問

な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、
本
庁
お
よ

び
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱

な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
紙
面
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら

直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思
わ

れ
る
意
見
書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応

し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

盆
近
し
母
と
妻
恋
ふ
ひ
と
り
膳

初
盆
に
戻
る
家
な
し
地な

る震
の
里

空
蝉
や
風
の
ふ
る
へ
の
定
ま
ら
ず

風
の
音
に
そ
っ
と
寄
り
添
ふ
吊
忍

稲
走
る
風
に
出
穂
の
匂
ひ
か
な

青
田
風
客
間
に
通
し
エ
コ
暮
し

わ
び
・
さ
び
の
さ
や
け
し
茶
室
法
師
蝉

夏
蕨
忘
れ
た
は
ず
の
恋
の
あ
り

墓
石
の
倒
れ
し
ま
ま
の
盆
参
り

新
幹
線
八
十
路
姉
妹
の
初
夏
の
旅

上
陽
　
陽
泉
俳
句
会

吉
泉
　
守
峰

城
後
　
正
子

荒
川
ミ
ヤ
子

中
村
　
境
子

倉
ノ
下
和
代

大
坪
　
延
子

柴
田
　
啓
一

大
坪
　
清
香

古
賀
シ
ツ
カ

梅
野
ト
ラ
ノ

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
60
代
・
女
性
）

　

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
タ
ク
シ
ー

の
便
利
さ
と
バ
ス
の
手
軽
さ
を
併
せ
た
乗
り

物
で
す
。
バ
ス
は
乗
客
が
少
な
い
地
方
都
市
で

は
、
乗
客
が
だ
れ
も
乗
っ
て
い
な
い
便
も
あ
り

ま
す
。
無
駄
を
は
ぶ
く
た
め
に
も
予
約
制
と
す

る
一
方
で
、
自
宅
の
玄
関
か
ら
目
的
地
の
玄
関

ま
で
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
を
導
入
し
ま
し
た
。
バ
ス

停
か
ら
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
離

れ
た
施
設
を
行
き
来
す
る
人
、
荷
物
を
持
つ

人
な
ど
に
大
変
喜
ば
れ
、
利
用
人
数
も
目
標

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
全
運
転
に
つ
い
て
は
厳
し
く
指
導
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
利
用
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
い
つ

も
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
が
、
土
日
に
用
事

が
あ
る
場
合
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

土
日
に
運
行
し
て
も
ら
う
と
と
て
も
助
か
り
ま

す
。
ま
た
、
エ
リ
ア
内
だ
け
で
は
な
く
、
八
女

や
久
留
米
に
も
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
・
女
性
）

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
土
日

運
行
の
件
で
す
が
、
土
日
の
バ
ス
利
用
客
は
平

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
予
約
を
嫌
う
人
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

土
日
の
運
行
や
エ
リ
ア
超
え
の
運
行

の
検
討
を

日
の
３
分
の
１
か
ら
５
分
の
１
し
か
な
く
、
利

用
の
９
割
は
60
歳
以
上
の
人
の
た
め
、
平
日
の

外
出
が
可
能
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
路
線
で
は
な
く
区
域
で
運
行
す
る
た
め

に
バ
ス
よ
り
便
利
で
す
が
、
経
費
も
か
か
り
ま

す
。
同
じ
経
費
で
運
行
す
る
た
め
に
は
、
運
行

日
で
調
整
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。（
バ
ス
＝
３
６

５
日
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
＝
２
４
５
日
）

　
エ
リ
ア
を
超
え
て
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
幹

線
の
路
線
バ
ス
が
国
や
県
の
補
助
を
受
け
て

走
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
運
行
を
今
後
も
維

持
し
て
い
く
た
め
に
、
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
十
分
に
検
討
し
、

今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 23.10）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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10月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

97
歳
ト
マ
ト
栽
培
現
役
の  
井
上 

サ
ダ
メ
さ
ん
（
北
川
内
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
3 ㈪、10 ㈷、17 ㈪、24 ㈪、28 ㈮※、31㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
3 ㈪、17 ㈪、24 ㈪、28 ㈮※31㈪
※は館内整理日図書館の休館日

10月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

長生きして思うこと。親孝行あま
りできなかったので、親に１日だけ
でもよか思いさせたかった。私は
末っ子で甘えん坊だったんですよ。

書くこ
とは

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
4 ㈫、10 ㈷、11㈫、18 ㈫、25 ㈫、28 ㈮※

ずっと
続けていきたい

34

絵本や紙芝居など親子
でお楽しみください。
♥本館　1日、8日、15日、
22日、29日※いずれも土曜
日14時～おはなしコーナー
♥黒木分館　
8日㈯14時～
おはなしコーナー

10月のよみきかせ

10月のあかちゃんよみきかせ

0歳～2歳児対象によみ
きかせやわらべうたなど。
♥本館19日㈬11時～
おはなしコーナー
♥黒木分館　
27日㈭11時～
おはなしコーナー

　
「
ト
マ
ト
栽
培
は
脇
芽
摘
み
や
玉
ぐ

き
を
取
っ
た
り
、
私
に
で
き
る
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
ひ
ま
な
と
き
は
ハ
ウ
ス
の

周
り
に
植
え
た
野
菜
で
昼
ご
飯
の
お

か
ず
を
作
っ
た
り
。
料
理
は
考
え
る
か

ら
脳
に
い
い
ん
で
す
よ
」
―
そ
う
ほ

ほ
笑
む
サ
ダ
メ
さ
ん
は
、
今
日
も
家
族

と
一
緒
に
出
勤
し
、
電
動
カ
ー
ト
で
ト

マ
ト
ハ
ウ
ス
の
中
を
見
回
り
ま
す
。

　

戦
時
中
は
女
手
一つ
で
５
人
の
子
を

育
て
、
戦
後
復
員
し
た
夫
と
と
も
に
し

い
た
け
を
栽
培
。
書
く
こ
と
が
好
き
で
、

ず
っ
と
日
記
を
つ
け
て
い
た
サ
ダ
メ
さ

ん
。
仕
事
の
合
間
に
書
き
留
め
た
し
い

た
け
の
詩
が
日
本
し
い
た
け
振
興
協
議

会
の
目
に
と
ま
り
平
成
７
年
、「
し
い
た

け
音
頭
」
と
し
て
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

稼
業
を
継
い
だ
息
子
さ
ん
と
と
も

に
農
業
の
視
察
に
も
出
か
け
、
平
成

９
年
か
ら
念
願
だ
っ
た
ト
マ
ト
の
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

毎
朝
、
西
日
本
新
聞
と
日
本
農
業

新
聞
に
目
を
通
す
の
が
日
課
。
西
日

本
新
聞
の
投
稿
欄
「
紅
皿
」
に
は
80

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
投
稿
を
始
め
、
今

ま
で
に
10
通
採
用
。
昨
年
は
月
間
紅

皿
賞
を
最
年
長
で
受
賞
し
ま
し
た
。

「
長
い
人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
。
戦
中
・
戦
後
の
食
糧
難
。
戦
中

に
病
気
の
息
子
を
お
ん
ぶ
し
て
福
島

の
小
児
科
病
院
ま
で
徒
歩
で
20
キ
ロ

の
道
を
急
い
だ
こ
と
。
今
で
は
考
え
ら

れ
ん
で
し
ょ
う
。
お
陰
で
子
ど
も
た
ち

も
親
孝
行
で
嫁
も
孫
も
よ
う
し
て
く

れ
ま
す
。
不
平
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
謝
す
る
日
々
で
す
。
80
代
ま
で
は
何

で
も
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
90
を
超
え

て
か
ら
は
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
体
が
つ

い
て
い
か
ん
。
で
も
書
く
こ
と
は
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
ま
す
よ
」

⃝
日
時
＝
11
月
19
日
㈯
10
時

～
12
時
⃝
場
所
＝
黒
木
開
発

セ
ン
タ
ー
⃝
講
師
＝
虹
の
会

⃝
募
集
人
数
＝
20
人
⃝
申
し

込
み
＝
▽
市
立
図
書
館
本
館

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）
▽
黒

木
分
館
（
☎
４
２・０
４
０
０
）

※
他
の
分
館
も
可
⃝
参
加
料

＝
実
費
（
５
百
円
く
ら
い
）

第
５
回
読
書
感
想
画
展

▽
旧
八
女
市
・
立
花
町
内
小

学
校
提
出
分

⃝
期
間
＝
11
月
３
日
㈷
～
13

日
㈰
⃝
場
所
＝
市
立
図
書
館

本
館
２
階
ロ
ビ
ー
・
研
修
室

▽
上
陽
町・黒
木
町・矢
部
村・

星
野
村
内
小
学
校
提
出
分

⃝
期
間
＝
11
月
３
日
㈷
～
14

日
㈪
⃝
場
所
＝
黒
木
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
の
里
ロ
ビ
ー

※
ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

秋の読書週間
あなたのオススメの本を紹介してください！

10/27～11/９

市子どもの読書
活動推進計画を
教育長へ報告

⃝募集期間＝10 月１日㈯～11月６日㈰⃝対象
者＝八女市立図書館利用者（一般・児童）
※３冊紹介していただいたらプレゼントを差しあ
げます。11月16日㈬～12 月４日㈰まで本館・分
館にそれぞれ掲示して紹介させていただきます。

手
ぶ
く
ろ

人
形
を

作
ろ
う
！

八女市子どもの読書活動推進
計画策定委員会（梅野智美委
員長）は、「八女市子どもの読
書推進計画（改訂版）」の策
定について調査および審議を
行ってきました。今年２月から
５回におよぶ審議が終わり、8
月24日八女市子どもの読書
活動推進計画（改訂版）を西
島教育長へ報告しました。

電動カートでハウスを回る
サダメさん
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学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場
福島小学校 22・3121 11月1日㈫・2日㈬・4日㈮・5日㈯ 11月5日㈯ 12:30 ～ 13:00 ミーティングルーム

長峰小学校 22・4601 10月30日㈰、11月1日㈫・2日㈬・4日㈮ 11月2日㈬ 10:00 ～ 10:30 ミーティングルーム

上妻小学校 22・4401 11月7日㈪～ 13日㈰ 11月7日㈪ 14:00 ～ ２階会議室

三河小学校 22・5001 11月14日㈪～ 20日㈰ 11月16日㈬ 10:00 ～ 10:30 ミーティングルーム

八幡小学校 22・4801 10月28日㈮・30日㈰、11月2日㈬・4日㈮ 10月30日㈰ 11:30 ～ 12:00 和室

忠見小学校 22・5201 11月9日㈬～ 11日㈮、13日㈰ 11月11日㈮ 11:30 ～ 12:00 和室

川崎小学校 22・5301 11月13日㈰・15日㈫・16日㈬・17日㈭・18日㈮ 11月13日㈰ 14:05 ～ 14:35 視聴覚室

岡山小学校 22・4701 11月1日㈫・2日㈬・4日㈮・6日㈰日曜参観 11月4日㈮ 11:00 ～ 11:30 視聴覚室

黒木小学校 42・0039 10月25日㈫～ 28日㈮ 10月27日㈭ 11:00 ～ 11:30 校長室

黒木西小学校 42・0251 10月12日㈬～ 14日㈮ 10月14日㈮ 11:30 ～ 12:00 和室

木屋小学校 42・0155 10月31日㈪、11月1日㈫・2日㈬・4日㈮ 11月1日㈫ 16:05 ～ 16:35 和室

笠原小学校 42・0175 11月7日㈪～ 11日㈮ 11月11日㈮ 16:00 ～ 16:30 会議室

大淵小学校 45・0014 11月4日㈮・6日㈰・8日㈫ 11月6日㈰ 11:30 ～ 12:00 屋内運動場

筑南小学校 22・2515 10月31日㈪、11月1日㈫・2日㈬・4日㈮ 11月1日㈫ 11:30 ～ 図書館

立花小学校 37・0023 10月30日㈰、11月2日㈬・4日㈮・18日㈮ 10月30日㈰ 15:50 ～ 16:00 体育館

矢部小学校 47・2063 10月17日㈪～ 21日㈮、24日㈪～ 28日㈮ 10月5日㈬ 15:00 ～ 会議室

星野小学校 52・2013 11月7日㈪～ 11日㈮、13日㈰ 11月13日㈰ 12:50 ～ 13:20 体育館

小中一貫教育校
上陽北汭学園

小54・2022
㊥54・2030 10月11日㈫～ 14日㈮、16日㈰ 10月16日㈰ 15:00 ～ 東校舎２階

和室

学校名 電話番号 学校開放日 学校説明会日時 会　　場
福島中学校 22・4207 10月24日㈪～ 29日㈯ 10月24日㈪ 15:00 ～ 16:00 多目的ホール

南　中学校 22・4407 10月24日㈪～ 29日㈯、11月1日㈫ 11月1日㈫ 14:00 ～ 体育館(武道場)

見崎中学校 22・5207 10月17日㈪～ 22日㈯ 11月8日㈫ 13:20 ～ 17:15 体育館アリーナ

西　中学校 22・4807 10月22日㈯、10月25日㈫～ 28日㈮ 11月2日㈬ 15:00 ～ 15:30 体育館

黒木中学校 42・0109 10月17日㈪～ 30日㈰ 10月17日㈪ 13:50 ～ 16:30 和室

筑南中学校 35・0300 10月31日㈪、11月1日㈫・2日㈬・4日㈮ 11月2日㈬ 14:00 ～ 図書室

立花中学校 37・0041 10月26日㈬～ 29日㈯ 10月27日㈭ 15:00 ～ 15:30 校長室

矢部中学校 47・2041 10月24日㈪～ 28日㈮ 10月26日㈬ 13:45 ～ 15:45 木龍(体育館)

星野中学校 52・2012 10月24日㈪～ 26日㈬、28日㈮ 10月31日㈪ 15:00 ～ 15:40 図書室

▼小学校日程

▼中学校日程

　

57
年
前
、
八
女
市
教
育
委
員
会
に
総
務
課
、
学

校
教
育
課
、
社
会
教
育
課
を
設
置
し
、（
11
月
５
日
）

八
女
市
の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
。
教
育
の
充
実
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
経
済
の
変
化
で
、
今

日
の
学
校
は
家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
制

50
周
年
を
機
に｢

八
女
市
教
育
の
日｣

を
条
例
制

定
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
条
に
は
、『
八
女
市
民
の
教

育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
本
市
教
育
の
充

実
と
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
を
愛
し
ふ
る
さ

と
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む
』
と
あ

り
ま
す
。
教
育
の
中
核
は
学
校
で
あ
り
、
新
し
い
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る

力
」
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
学
習
し
て
い
る
か
。
恒
例
の
学
校
開
放
週
間
・
学

校
説
明
会
を
各
学
校
で
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課（
☎
２
３・１
９
５
４
）

皆さんの参観が
学校元気の
源です！源

学校開放週間近づく
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忠
見
小
学
校
は
、
南
に
電
照
菊

の
ハ
ウ
ス
、
北
に
八
女
中
央
大
茶

園
を
臨
む
、
自
然
豊
か
な
地
に
あ

り
ま
す
。

★
学
校
教
育
目
標

「
希
望
と
誇
り
を
も
ち
、
自
ら
考

え
判
断
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
の
育
成
」

　
本
年
度
は
特
に
「
自
分
の
考
え

を
し
っ
か
り
と
も
つ
こ
と
が
で
き

る
子
ど
も
」「
自
他
の
考
え
を
比

べ
、つ
な
げ
て
発
言
す
る
こ
と
が
で

き
る
子
ど
も
」
の
育
成
を
め
ざ
し

て
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◦
忠
見
小
学
校
の
特
色

　
学
習
す
る
こ
と
を
一
人
一
人
に

し
っ
か
り
と
定
着
さ
せ
る
授
業

と
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
考
え
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
思
考
力
や
判

断
力
、
表
現
力
を
伸
ば
す
授
業

と
を
は
っ
き
り
と
分
け
て
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
を
絵

や
図
・
矢
印
・
式
な
ど
を
使
っ
て

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
ノ
ー
ト
に
表

し
、
筋
道
立
て
て
ま
と
め
る
力
を

育
て
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
に
な
る

ノ
ー
ト
は
算
数
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
友
達
の
考
え

と
比
べ
た
り
関
連
づ
け
た
り
し
て

聴
き
、
つ
な
い
で
発
言
で
き
る
子

ど
も
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
「
が
ま
ん
玉
」「
し
ん
せ
つ
玉
」

「
み
つ
け
玉
」
を
合
言
葉
に
子
ど

も
た
ち
の
自
発
性
と
思
い
や
り
の

心
を
育
て
る
自
問
清
掃
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。一
人
一
人
の
子
ど
も

が
黙
々
と
掃
除
に
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
六
年
生
が
「
子
ど
も
あ

い
さ
つ
大
使
」
に
な
り
、
毎
朝
自

主
的
に
校
門
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ

運
動
を
し
て
い
ま
す
。
児
童
会
で

も
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
み
、

自
分
か
ら
明
る
く
あ
い
さ
つ
で
き

る
「
あ
い
さ
つ
名
人
」
が
育
っ
て
い

ま
す
。

　
十
一
月
二
日
㈬
の
午
後
、
小
中

連
携
研
究
発
表
会
（
授
業
公
開
）

を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
観
く

だ
さ
い
。

八女市忠見９８０番地（☎２２・５２０１）
●校長･松藤秀子 ●職員数 21人 ●学級数 8   ●児童数 206人

忠見小学校 学
校
訪
問
⑯ 

自問清掃の様子

一人一人が考える授業

子どもあいさつ大使の運動

九州人形浄瑠璃フェスティバルで、笠原小学校児童と
旭座人形芝居保存会が公演します。

◆問い合わせ＝文化課（☎23・1982）

10月14日㈮　
◆13:00開演

「傾
け い せ い あ わ の な る と

城阿波鳴門」 巡
じゅんれいうたのだん

礼歌の段
八女市黒木町 笠原小学校児童（4・5・6年生）
◆14:00開演　

「壷
つぼさかかんのんれいげんき

坂観音霊験記」山の段　清和文楽（熊本県上益城郡山都町）

10月15日㈯　
◆11:00開演

「鬼
きいちほうげんさんりゃくのまき

一法眼三略巻」五
ごじょうばしのだん

条橋の段
旭座人形芝居保存会
◆14:00開演

「壷
つぼさかかんのんれいげんき

坂観音霊験記」山の段　清和文楽（熊本県上益城郡山都町）

♪期日＝　　月　　日（土）
♪時間＝12時30分開場　13時30分開演
♪会場＝おりなす八女はちひめホール
♪参加費＝お一人様 1000円
♪問い合わせ＝観光振興課（☎23・1192）
※チケットの問い合わせ・購入については
観光振興課へお願いします。

10 22

八女市観光大使 

岩崎記代子 コンサート

九州人形浄瑠璃
フェスティバル
期間＝10月14日㈮～15日㈯
場所＝九州国立博物館ミュージアムホーム

第２回

入場
無料

【プログラム】
♬オープニング
　八女音頭ほっとゆっくり
♬みんなでうたいましょう！秋の歌　紅葉、赤とんぼ、小さい秋みつけた他♬茶のくに八女奥八女をうたう　ぼんぼりまつり、しゃくなげの里、　観る知る遊ぶ

♬フルート演奏　岡田庸支子♬茶のくに八女奥八女をうたう　その花のよう、流れる雲が…♬フィナーレ
　八女音頭ほっとゆっくり
　　　踊り：八女地域婦人会生きがい　　　　　　サークルの皆さん　故郷

茶
の
く
に 

八
女
・
奥
八
女
を
う
た
う
！



　2011.10.1　広報やめ

八
女
市
農
業
・
農
村
の
活
性
化

を
め
ざ
す
女
性
の
会
（
樋
口
昌
子

会
長
）
は
９
月
１
日
㈭
、
八
女
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
で
藍
の
生
葉
染

め
を
研
修
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

に
は
35
人
が
参
加
。
会
員
が
育
て

た
藍
の
生
葉
を
ミ
キ
サ
ー
や
す
り

鉢
な
ど
で
す
り
つ
ぶ
し
て
そ
の
液

に
絹
を
浸
し
、
し
ぼ
っ
て
太
陽
の

光
に
当
て
る
と
「
は
な
だ
色
」
と

呼
ば
れ
る
鮮
や
か
な
青
緑
色
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
自
然
の
力
は
す
ご
い
」

な
ど
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

「
八
女
地
方
で
は
以
前
、
久
留

米
藍
を
生
産
し
て
い
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
染
め
る
ご
と
に
色
合
い

が
異
な
る
草
木
染
め
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
指
導
し
た
久
留
米
絣

技
術
保
持
者
会
会
員
の
松
枝
小
夜

子
さ
ん
。
樋
口
会
長
は
「
山
間
部

の
活
性
化
の
た
め
に
休
耕
田
に
藍

を
植
え
た
ら
ど
う
か
と
検
討
し
て

い
ま
す
。
草
木
染
め
を
通
し
て
農

村
の
女
性
が
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な

っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

桂
平
治
落
語
会
（
光
友
地
区

地
域
振
興
会
議
主
催
）
が
９
月

４
日
㈰
働
く
婦
人
の
家
で
あ
り
、

１
８
０
人
が
古
典
落
語
を
楽
し
み

ま
し
た
。
平
治
さ
ん
は
大
分
県
宇

佐
市
出
身
。
本
格
的
な
古
典
落
語

の
語
り
手
で
あ
り
、
真
打
と
し
て

活
躍
中
で
す
。

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
平
治
さ
ん

の
巧
み
な
話
術
に
た
ち
ま
ち
引
き

込
ま
れ
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
巻

き
込
ま
れ
ま
し
た
。
佐
賀
や
福
岡

か
ら
聞
き
に
来
た
人
も
あ
り
、「
久

し
ぶ
り
に
お
な
か
か
ら
笑
っ
た
。

ま
た
ぜ
ひ
聞
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ア
ク
ロ
ス
弦
楽
合
奏
団
コ
ン
サ

ー
ト
が
８
月
13
日
㈯
、
お
り
な
す

八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ク
ロ
ス
弦
楽
合

奏
団
は
、
国
内
屈
指
の
演
奏
家
や

九
州
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
、
才
能

あ
る
若
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が

集
ま
っ
た
ア
ク
ロ
ス
福
岡
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
合
奏
団
。
優
雅
に
奏
で
ら

れ
る
生
の
演
奏
に
約
３
０
０
人
の

聴
衆
は
、
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
は
「
八
女
の
地
で

こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
本
当
に

夢
の
よ
う
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
本
物
の
音
楽
を
た
く
さ
ん
聴

い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

お
り
な
す
八
女
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
サ
ー
ト
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

笑
っ
て
笑
っ
て

１
時
間
半

本
物
の
音
楽
に
触
れ
る

は
な
だ
色
に
染
め
上
げ
る 

藍
の
生
葉
染
め
研
修

竹
と
人
と
の
営
み
を
描
く 

タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
上
映
実
行
委
員
会

会場を笑いの渦につつんだ桂平治さん

すばらしい音色を響かせたアクロス弦楽合奏団

藍の生葉をつぶした液に浸した絹を天日に当てると鮮やかなはなだ色に

（左）竹皮編み　（上）試写会の様子

「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」
で
８

月
22
日
㈪
、「
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
」
試

写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で

の
上
映
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
タ

ケ
ヤ
ネ
の
里
上
映
実
行
委
員
会
が

企
画
し
、
上
映
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
黒
木
町
と
星
野

村
、
う
き
は
市
に
し
か
生
息
し
な
い

皮
白
竹
の
竹
皮
を
め
ぐ
る
暮
ら
し

や
、
そ
れ
を
使
っ
た
高
級
雪
駄
、
本

バ
レ
ン
な
ど
生
活
用
具
の
職
人
の
技

に
触
れ
る
な
ど
、
竹
と
人
間
と
の

営
み
を
記
録
し
た
映
画
で
す
。
上

映
会
を
次
の
よ
う
に
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

上
映
予
定
日

①
11
月
16
日
㈬ 

星
野
村
そ
よ
か
ぜ

②
11
月
17
日
㈭ 

黒
木
町
開
発
セ
ン

タ
ー

③
11
月
18
日
㈮ 

お
り
な
す
八
女

問
い
合
わ
せ
＝
タ
ケ
ヤ
ネ
の
里
上
映

実
行
委
員
会
樋
口
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
５
７
３
２
・
１
３
１
４
）
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体
育
指
導
員
の
金
ヶ
江
先
生
に

よ
る
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
８

月
１
日
㈪
、
八
女
市
保
健
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
で

は
、
年
々
衰
え
て
く
る
僧
帽
筋
・

大
腿
四
頭
筋
な
ど
を
鍛
え
る
た
め

の
体
操
「
レ
ク
ダ
ン
ス
」
の
紹
介

が
あ
り
、
60
数
人
の
参
加
者
が
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
体

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
の
堤
さ

ん
は
、「
高
齢
者
の
元
気
パ
ワ
ー
、

こ
こ
に
あ
り
と
い
う
感
じ
が
し
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
レ
ク
ダ

ン
ス
を
日
々
実
行
し
、
10
歳
若
返

り
を
夢
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

感
想
を
語
り
ま
し
た
。
ニ
コ
ニ
コ
Ｏ

Ｂ
会
は
、「
ず
う
っ
と
元
気
高
齢
者
」

を
目
指
し
て
今
年
度
、
充
実
し
た

事
業
を
展
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

八
女
市
消
防
団
女
性
消
防
隊

（
中
村
泰
子
隊
長
）
が
、
10
月
19

日
㈬
に
横
浜
市
で
行
わ
れ
る
第
20

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
９
月
９
日
㈮
か
ら
は

訓
練
場
所
を
Ｊ
Ａ
福
岡
八
女
立
野

選
果
場
に
移
し
、
本
番
を
見
据
え

て
実
際
に
放
水
し
て
の
訓
練
。
八

女
消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
、
八

女
市
消
防
団
も
応
援
に
か
け
つ
け
、

熱
の
こ
も
っ
た
訓
練
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

中
村
隊
長
は
「
願
い
は
優
勝
。

坂
田
前
団
長
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ

た
女
性
消
防
隊
で
あ
り
、
大
会
に

推
薦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

思
い
に
応
え
、
私
自
身
も
初
代
隊

長
と
し
て
形
を
残
し
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
す
。
隊
と
し
て
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
、
リ
ズ
ム
が
で
き
る

こ
と
で
団
員
が
ま
と
ま
り
、
今
後

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
」
と

訓
練
に
励
む
選
手
を
見
守
り
な
が

ら
話
し
ま
し
た
。
指
揮
者
と
し
て

選
手
を
束
ね
る
松
延
和
泉
さ
ん
は

「
全
国
大
会
に
行
く
か
ら
に
は
上
位

入
賞
を
目
指
し
た
い
。
大
会
当
日

は
後
悔
し
な
い
操
法
が
披
露
で
き

れ
ば
。
残
り
１
か
月
、
さ
ら
に
結

束
を
深
め
て
頑
張
り
た
い
」
と
大

会
に
向
け
て
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ

ん
は
、
昼
は
仕
事
そ
し
て
主
婦
業

の
傍
ら
７
月
22
日
か
ら
訓
練
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
の
力
は
じ
け
る

全
国
大
会
に
向
け
訓
練
に
励
む 

八
女
市
消
防
団
女
性
消
防
隊

年々衰える筋肉を鍛えるための体操を紹介

（上）指揮者の号令のあと、一斉に吸管を水槽につけホース
を伸ばします（下）標的をめがけ放水します

〈
少
年
男
子
の
部
〉

高
校
生
男
子
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ

ラ
イ　

第
１
位　
堤 

大
輔
（
30
秒

42
）

〈
少
年
女
子
の
部
〉

中
学
生
女
子
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形

第
３
位　

今
村
亜
香
里
（
28
秒

70
）　

中
学
生
女
子
50
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

第
２
位　

牛
島 

望
（
36
秒
79
）　

第
３
位　
中
島
瑞
季
（
37
秒
17
）

高
校
生
女
子
50
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ

第
１
位　
今
村
亜
美
（
32
秒
40
）

〈
一
般
男
子
の
部
〉

60
歳
～
64
歳
男
子
50
メ
ー
ト
ル
自

由
形　

第
３
位　

古
庄
俊
吉
（
32

秒
57
）

〈
一
般
女
子
の
部
〉

18
～
29
歳
女
子
50
メ
ー
ト
ル
バ
タ

フ
ラ
イ　

第
１
位　

八
田
萌
里

（
32
秒
51
）

18
～
29
歳
女
子
50
メ
ー
ト
ル
背
泳

ぎ　

第
３
位　

八
田
萌
里
（
34
秒

89
）

70
歳
以
上
女
子
50
メ
ー
ト
ル
背
泳

ぎ　

第
３
位　

西
木
禮
子
（
１
分

５
秒
70
）

〈
団
体
戦
〉

優
勝　
木
屋
道
場
（
黒
木
町
）

２
位　
大
淵
道
場
（
黒
木
町
）

〈
個
人
戦
〉

小
学
３
年
生
以
下
の
部

優
勝　
北
島
成
実
（
大
溝
少
剣
）

２
位　
熊
本
涼
人
（
木
佐
木
少
剣
）

小
学
４
年
生
の
部

優
勝　
川
島
周
太
（
黒
木
道
場
）

２
位　
鍋
田
輝
哉
（
木
屋
道
場
）

小
学
５
年
生
の
部

優
勝　
田
中
達
也
（
大
淵
道
場
）

２
位　
池
末
龍
世
（
木
佐
木
少
剣
）

小
学
６
年
生
の
部

優
勝　
鍋
田 

蒼
（
木
屋
道
場
）

２
位　
姫
野
早
紀
（
隆
将
館
）

中
学
生
の
部

優
勝　
栗
山
温
気
（
木
屋
道
場
）

２
位　
鍋
田
理
央
（
木
屋
道
場
）

第
54
回
福
岡
県
民
体
育
大
会

夏
季
大
会
水
泳
競
技

　
　
　
　

 

期
日　

８
月
21
日
㈰

　
　
　
　

 

会
場　

県
立
総
合
プ
ー
ル

第
46
回
矢
部
川
源
流
少
年

剣
道
大
会

　
　
　
　

   　

期
日　

８
月
27
日
㈯

　
　
　
　

   　

会
場　

矢
部
体
育
館

ＳＰＯＲＴＳ
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■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
に

つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
目
的
は
、
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭

等
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自
立
を
促

進
す
る
も
の
で
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日

か
ら
、
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

■
手
当
を
受
給
で
き
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
18
歳

年
度
末
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
）。

▽
父
母
が
婚
姻
解
消
　

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
児
童
を
遺

棄
し
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童

■
手
当
額

《
一
人
目
の
児
童
》
①
全
部
支
給
＝
月

額
４
万
１
５
５
０
円
（
平
成
23
年
４
月

分
か
ら
）
②
一
部
支
給
＝
月
額
４
万
１

５
４
０
円
～
９
８
１
０
円

※
児
童
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
第
２

子
は
月
額
５
０
０
０
円
の
加
算
を
、
第

３
子
以
降
は
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

加
算
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子

の
加
算
に
つ
い
て

　
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当
法
施

行
令
で
定
め
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

場
合
は
、
配
偶
者
へ
の
児
童
扶
養
手
当

の
金
額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算

で
、
金
額
の
高
い
方
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
母
子

世
帯
や
父
子
世
帯
の
人
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）。

※
手
続
き
に
当
た
っ
て
は
、
家
庭
状
況

に
つ
い
て
詳
し
く
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
必
ず
受
給
者
本
人
が
来
庁
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

■目的
　この手当は、心身に障がいのある 20 歳未
満の児童を監護している人に対して手当を支
給し、障害児の福祉の増進を図ることを目的
としています。
■対象となる人
　20 歳未満で、精神または身体に障がいの
ある児童を監護している父若しくは母、また
は養育者に支給されます。※ただし次のよう
な場合は手当を受けることができません。
▽父母、養育者または児童が日本国内に住所
を有しないとき。
▽障がいを支給事由とする公的年金を受ける
ことができるとき。
▽児童が児童福祉施設や少年院等に入所し
ているとき。
■所得による支給の制限
　請求者本人、配偶者および扶養義務者の
所得が定められた額以上ある時は手当が支
給されません。
■手当の月額
○１級（重度障害児）該当児童１人につき月
額 50,550 円
○２級（中度障害児）該当児童１人につき 月
額 33,670 円
■支払方法
　認定請求した日の属する月の翌月分から支
給され、4 月、8 月、11月に前月までの分（4
か月分）を支払います。
◦問い合わせ＝子育て支援課子育て支援係

（☎ 23・1351）

暴
力
団
排
除
活
動
の
推
進

①
暴
力
団
に
対
し
て
は
、「
恐
れ
な
い
、
金
を
出
さ
な

い
、
利
用
し
な
い
」
の
三
原
則
を
守
り
、
平
穏
な
生

活
に
暴
力
団
が
入
り
込
む
す
き
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
た
ち
が
暴
力
団
か
ら
被
害
に
あ
っ
た
り
、

引
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
行

動
や
言
葉
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

①
子
ど
も
や
若
い
女
性
を
ね
ら
っ
た
性
犯
罪
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
夕
方
か
ら
深
夜
に
か
け
て
暗
い

道
路
上
で
の
被
害
が
目
立
っ
て
ま
す
の
で
、
明
る
い

う
ち
に
帰
宅
す
る
、
ま
た
は
夜
道
の
一
人
歩
き
を
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
児
童
虐
待
は
周
囲
に
気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
重
大
な

結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
犯
罪
で
す
。
小
さ
な
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
周
囲
の
人
が
子
ど
も
に
関
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

③
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
は
必
ず
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
犯
罪
で
す
。一

人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止

①
無
施
錠
の
玄
関
や
勝
手
口
か
ら
室
内
に
侵
入
し
、
現

金
を
盗
む
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
外
出
す
る

と
き
に
は
必
ず
ド
ア
や
窓
の
鍵
を
締
め
、
不
審
な
人
物

や
車
両
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
１
１
０
番
し
ま
し
ょ
う
。

万
引
き
、
自
転
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
の
抑
止

①
万
引
き
は
軽
い
気
持
ち
で
盗
ん
で
も
、
窃
盗
と
い

う
重
大
な
犯
罪
で
す
。「
万
引
き
を
し
な
い・さ
せ
な
い
」

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
を
離
れ
る
と
き
は
短
時
間
で
も
必
ず
鍵
を

か
け
る
、２
つ
の
鍵
を
か
け
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
を
必
ず
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
車
を
離
れ
る
と
き
は
バ
ッ
グ
な
ど
は
必
ず
持
っ
て
、

短
時
間
で
も
車
の
鍵
を
確
実
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

「みんなでつくろう犯罪の起きにくいまち 八女」
………　期間  10月11日㈫～ 20日㈭　八女警察署・八女地区防犯協会　………

Ｈ 23 年 全国
地域安全運動

児
童
扶
養
手
当

の
ご
案
内

特別児童扶養手当
のご案内
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■
手
続
き
に
つ
い
て

　
該
当
す
る
人
は
、
市
役
所
本
庁
市
民
課

公
費
医
療
係
、
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活

課
、
立
花
・
上
陽
・
矢
部
・
星
野
各
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
へ
申
請
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
（
た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

■
持
参
す
る
も
の

《
重
度
障
害
者
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保

険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
等
）

②
印
鑑

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

④
平
成
23
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
の
所
得
証
明
書（
平
成
23
年
度
）。
ま
た
、

同
じ
世
帯
に
平
成
23
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
た
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の

所
得
証
明
書
（
平
成
23
年
度
）

《
乳
幼
児
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保

険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
が
３
歳
以
上
で
平
成
23
年
1
月
2

日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
保
護
者
の
平

成
23
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
の
所
得

証
明
書
（
平
成
23
年
度
）

《
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
》

①
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
証
・
社
会
保

険
証
等
）

②
印
鑑

③
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
遺
族
、
障

害
、
老
齢
年
金
証
書
（
受
給
者
の
み
）

④
平
成
23
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
平
成
23
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
の
所
得
証
明
書（
平
成
23
年
度
）。
ま
た
、

同
じ
世
帯
に
平
成
23
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
た
人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の

所
得
証
明
書
（
平
成
23
年
度
）

※
カ
ー
ド
式
保
険
証
を
お
持
ち
の
人
で
扶

養
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
本

人
分
と
被
扶
養
者
（
医
療
証
受
給
者
）
分

の
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
重
度
障
害
者
医
療
証
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平
成
23
年

10
月
１
日
以
降
も
該
当
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
医
療
証
を
郵
便
で
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

制度名 乳幼児医療費支給制度 重度障害者医療費支給制度 ひとり親家庭等医療費支給制度

対象者

小学校就学前までの
児童（６歳に達する日
以後の最初の３月３１
日までの間にあるもの）

身体障害者＝身体障害者手帳１級・２級　　　　　
知的障害者＝ＩＱ35 以下（療育手帳Ａ）　　　　　
重複障害者＝身体障害者手帳３級かつＩＱ36 ～ 50 以下
精神障害者＝精神障害者保健福祉手帳１級　　
※ 65 歳以上の人は、後期高齢者医療制度の被保険者
に限る

18 歳に達する日以後の年度末まで
の間にある児童を監護している 
母子家庭の母と児童　　　　　　
父子家庭の父と児童　　　　　　
父母のない児童　　　　　　　　
準母子家庭および準父子家庭

所得制限 なし あり あり

本人負担
額

なし

入院外〔通院〕  ５００円 / 月（限度） 
入院〔一　般〕  ５００円 /日（月20日限度） 
　　 〔低所得〕  ３００円 /日（月20日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は無料　　　　　　
＊精神障害者の精神病棟への入院に係る費用は助成の
対象外

入院外（通院）＝８００円 / 月（限度） 
入　院＝５００円 /日（月7日限度） 
※いずれも１医療機関ごと、薬局は
無料

* 生活保護受給者は対象者から除きます。
* 入院時の食事代・居住費等の本人負担および医療保険の適用を受けない費用については本人負担になります。

重
度
障
害
者
、乳
幼
児
、ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
証
は
お
持
ち
で
す
か
？

八
女
市
で
は
、
健
康
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
重
度
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
医
療
証
を
お
持

ち
で
な
い
人
は
申
請
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　
然
、
目
の
前
に
い
る
人
が
倒
れ
た

り
、
交
通
事
故
な
ど
で
怪
我
を

し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
り
し
た
時
に
は

１
１
９
番
通
報
で
救
急
自
動
車
を
呼
び

ま
す
。
救
急
自
動
車
が
通
報
を
受
け
て

か
ら
現
場
へ
到
着
す
る
ま
で
に
要
す
る

時
間
は
、
救
急
出
動
件
数
の
増
加
の
影

響
等
も
あ
り
年
々
遅
れ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
平
成
21
年
中
の
全
国
平
均
の
到

着
時
間
は
、
７
・
９
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲
線
（
心
臓
停
止
、

呼
吸
停
止
、
大
量
出
血
の
経
過
時
間
と

死
亡
率
の
目
安
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
）

に
よ
れ
ば
、
心
臓
停
止
の
傷
病
者
を
３

分
間
放
置
し
た
だ
け
で
、
死
亡
確
率
は

約
50
％
と
い
わ
れ
て
お
り
、
傷
病
者
を

救
命
す
る
た
め
に
は
、
早
い
通
報
・
早
い

応
急
手
当
・
早
い
救
命
処
置
・
医
療
機

関
で
の
早
い
救
急
医
療
と
い
う
救
命
の

リ
レ
ー
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
救
急
自
動
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
「
空
白
」
の
時
間
に
、
救
急
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
が
勇
気
を
も
っ
て
応
急

手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
救
え
る
命

を
救
う
た
め
に
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な

り
ま
す
。
応
急
手
当
講
習
は
、
各
消
防

本
部
等
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
習
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
消
防
署

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
い
ざ

と
い
う
時
に
大
切
な
方
の
命
を
救
う
た

め
に
も
、
応
急
手
当
講
習
を
受
講
し
ま

し
ょ
う
。

応
急
手
当
が

を
救
う

突 命八女消
防
本
部（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

21 広報やめ　2011.10.1
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⃝
会
場
＝
み
ん
な
の
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
上
陽
町
尾
久
保
小
学
校
跡
）

⃝
内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
、
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
、
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
出
店
等

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
５
４
・

３
９
０
０
）
※
雨
天
時
体
育
館

⃝
日
時
・
会
場
＝
10
月
16
日
㈰
、
23

日
㈰ 

八
女
市
サ
ッ
カ
ー
場
（
立
山
）

※
予
備
日
10
月
30
日
㈰ 

南
中

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
橋
爪
さ
ん

（
☎
２
３
・
３
４
２
６
）

　

は
つ
ら
つ
と
し
た
楽
し
い
人
生

を
過
ご
す
た
め
に
は
健
康
が
一
番
。

ヨ
ー
ガ
（
ポ
ー
ズ
・
瞑
想
・
呼
吸
法
）

を
行
う
事
に
よ
っ
て
心
と
身
体
を

優
し
く
癒
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

⃝
日
時
＝
11
月
5
日
㈯
～
1
月
14

日
㈯
、
全
５
回
10
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
八
女
市
西
公
民
館　

⃝
対
象
者
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
の
40
歳
以
上
の
男
性

⃝
募
集
人
員
＝
20
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
抽
選
）

⃝
申
し
込
み
＝
10
月
5
日
㈬
～
19

日
㈬
の
平
日
9
時
～
17
時
に
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
西
公
民
館
（
☎
２
４
・

５
２
７
２
）
へ
。

　「キミたちはこんなにも大切な存
在なんだよ」―歌を通してすべて
の親たちにエールを贈るｍ

も ん

оｎさん。
在日韓国人として受けた差別や不妊
治療の体験。「いのち」「愛」「人権」
について、素直な言葉で語りかけて
くれます。昨年のコンサートでは大
勢の人が感動の涙を流しました。入
場無料。親子でお聞きください。
⃝日時＝10 月８日㈯ 15 時～
⃝会場＝八女市農業活性化セン
ター（上陽町北川内）
⃝問い合わせ＝人権コンサート実行
委員会（☎ 24・0107）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
荒
尾
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

⃝
日
時
＝
10
月
20
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分
（
受
付
13
時
30
分
～
）

⃝
テ
ー
マ
＝
ふ
る
さ
と
※
入
場
無
料

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
木
下
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
８
３
６・３
６
０
５
）

　

八
女
市
内
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
13

団
体
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発

揮
し
ま
す
。
入
場
料
３
０
０
円

⃝
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
13
時
30
分
開
演

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
音
楽
協

会
梅
野
さ
ん（
☎
０
８
０・
１
５
４

１・
１
５
２
４
）

　

創
立
25
周
年
記
念
東
日
本
大
震

災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
料
５
０
０
円
。

⃝
日
時
＝
10
月
15
日
㈯
17
時
30
分

開
場
、
18
時
開
演

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
小
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
８
９
１
９
・
６
７
７
３
）

　　

第
７
回
八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

主
催
の
し
ょ
う
が
い
者
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
福
祉
バ
ザ
ー
。
た
こ
焼
き
な

ど
の
出
店
や
手
作
り
の
手
芸
品
、
農

産
物
販
売
、
福
島
高
校
吹
奏
楽
部
演

奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
23
日
㈰
10
時
～
15

時
30
分
（
雨
天
決
行
）

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
小
ホ
ー
ル

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
３
３
１
３
）

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
神

輿
に
は
神
楽
隊
、
獅
子
舞
な
ど
が
付

き
添
い
、
福
島
を
練
り
歩
き
ま
す
。

⃝
日
時
＝
▽
10
月
17
日
㈪
15
時
～

土
橋
八
幡
宮
か
ら
稲
富
の
お
旅
所

へ
神
幸
▽
19
日
㈬
15
時
～
稲
富
の

お
旅
所
か
ら
土
橋
八
幡
宮
へ
還
幸

⃝
会
場
＝
土
橋
八
幡
宮
～
稲
富
お
旅
所

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

⃝
日
時
＝
10
月
16
日
㈰
10
時
～
12

時
30
分　

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
１
階

⃝
内
容
＝
無
料
歯
科
検
診
（
歯
周
病

検
診
）
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、
矯
正

相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
等  

※
粗
品
進
呈

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
医
師
会

（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

⃝
日
時
＝
10
月
９
日
㈰
17
時
～
21
時

⃝
日
時
＝
10
月
30
日
㈰
13
時
～

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

⃝
講
演
＝
「
い
つ
も
心
に
は
八
女
の

光
景
～
歴
史
・
文
化
風
土
の
魅
力
」

⃝
講
師
＝
井
上
智
重
さ
ん
（
県
立
熊

本
近
代
文
学
館
長
・
八
女
市
出
身
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
（
☎
２
３・

１
９
８
２
）

　

在
住
外
国
出
身
の
人
た
ち
と
市

民
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
16
日
㈰
14
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国

際
交
流
協
会（
☎
P
２
４・１
２
５
０
）

⃝
日
時
＝
10
月
16
日
㈰
９
時
出
発

※
少
雨
決
行
、
強
雨
の
場
合
は
中
止

⃝
集
合
場
所
＝
岩
戸
山
北
駐
車
場

⃝コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
～一念
寺（
８
キ
ロ
）

⃝
参
加
費
＝
一
般
１
５
０
円
（
保
険

料
含
む
）、
会
員
無
料

お
知

ら
せ

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
み

ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題

を
考
え
ま
し
ょ
う
。（
詳
細
は
10
月

中
旬
に
各
家
庭
へ
配
付
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⃝
日
時
＝
10
月
30
日
㈰
10
時
～

⃝
会
場
＝
八
女
公
園

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

　

市
文
化
連
盟
連
合
会
主
催
で
開
催
。

文
化
講
演
会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
八
女

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

第
９
回
ふ
き
の
と
う
朗
読
会

公
民
館
講
座「
男
の
ヨ
ー
ガ
教
室
」

第
28
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

男
声
合
唱
団
八
女
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
福
祉
バ
ザ
ー

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

歯
の
健
康
フ
ェ
ア

お
く
ぼ
月
の
ま
つ
り

第
14
回
八
女
市
体
育
協
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

環
境
フ
ェ
ア

ｉｎ
八
女
～
み
ん
な

で
楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
～

教
室
・
講
座

「
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」

ｍ
ｏ
ｎ
さ
ん
ト
ー
ク

＆
コ
ン
サ
ー
ト
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⃝
テ
キ
ス
ト
代
＝
５
７
０
０
円
程
度
、

※
健
康
診
断
等
料
金
は
自
己
負
担

⃝
場
所
＝
ニ
チ
イ
学
館
久
留
米
校

⃝
締
切
＝
11
月
４
日
㈮

①
②
共
通

※
託
児
有
（
事
前
に
予
約
が
必
要
）

⃝
申
し
込
み
＝
久
留
米
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
就
業
相

談
窓
口
（
☎
P
０
９
４
２
・
３
２
・

１
１
４
０
）
※
受
講
申
込
書
に
記
入

し
平
日
９
時
～
17
時
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
に

も
あ
り
ま
す
。（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　

点
訳
を
取
得
し
て
、
視
覚
し
ょ
う

が
い
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

受
講
料
無
料
、
全
６
回
。

⃝
日
時
＝
10
月
12
日
～
11
月
16
日
、

毎
週
水
曜
日
、
19
時
～
21
時

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

親
子
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
。
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
や
段

ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
燻
製
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
す
。
定
員
60
人
（
先
着
）

⃝
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
９
時
現
地

集
合
、
15
時
現
地
解
散
（
予
定
）

⃝
場
所
＝
池
の
山
キ
ャ
ン
プ
場

⃝
対
象
＝
八
女
市
内
の
小
学
１
年

生
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

⃝
参
加
費
＝
子
ど
も
５
０
０
円
、

保
護
者
１
０
０
０
円

⃝
申
し
込
み
＝
10
月
５
日
㈬
～
14

日
㈮
に
電
話
に
て
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
８
）

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈰

⃝
対
象
＝
市
内
小
学
３
年
生
以
上

⃝
定
員
＝
45
人
（
先
着
）

⃝
参
加
費
＝
小
・
中
学
生
１
５
０

０
円
、
高
校
生
以
上
３
千
円

⃝
申
し
込
み
＝
10
月
１
日
㈯
８
時

30
分
～
※
印
鑑
と
参
加
費
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。　

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

11
月
３
日
㈷
八
女
市
サ
ッ
カ
ー

場
で
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
賞
・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
あ
り
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
＝
10
月
２
日
㈰
～
16
日
㈰

⃝
参
加
費
＝一般
２
百
円
、会
員
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内
Ｓ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ 

ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　
お
見
合
い
・
結
婚
希
望
者
の
登
録

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
事
務

費
用
３
千
円
（
２
年
間
有
効
）、
お

見
合
い
料
・
成
婚
料
不
要
。
毎
月
お

見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
て
い
ま

す
（
10
月
30
日
㈰
い
わ
井
）。
１
対

１
の
お
見
合
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
９
月
１
日
現
在
、
登
録
者
男
性
４
９
９

人
、
女
性
３
９
６
人
、
婚
約
・
結
婚
65
組

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
筑
後
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
八
女
市

立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
）

☎
２
２
・
５
９
０
０

　

八
女
に
一
昨
年
誕
生
し
た
吹
奏

楽
団
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
」

は
現
在
、
約
30
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
吹
奏
楽
を

楽
し
む
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
練
習
＝
毎
週
金
曜
20
時
～
22
時

⃝
練
習
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
創

作
・
練
習
室
Ａ

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
井
上
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
２
７
１
７
・
３
７
７
５
）

　

11
月
６
日
㈰
13
時
か
ら
、
社
会

福
祉
会
館
で
行
わ
れ
る
短
歌
会
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
出
詠
料
＝
千
円

⃝
詠
草
＝
１
首
（
未
発
表
に
限
る
）

⃝
応
募
締
切
＝
10
月
17
日
㈪

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

文
化
連
盟
短
歌
部
堤
さ
ん

（
☎
２
３
・
０
４
５
０
）

　

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

⃝
日
時
＝
10
月
８
日
㈯
・
29
日
㈯
20

時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

新
商
品
開
発
や
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
販
路
開
拓
な
ど
に
よ
る
経

営
力
の
大
幅
な
向
上
を
目
指
す
人

を
対
象
に
、
経
営
革
新
制
度
の
概

要
や
戦
略
の
基
本
、
申
請
方
法
な
ど

を
指
導
し
ま
す
。
県
知
事
の
承
認
を

受
け
た
場
合
は
、
公
的
資
金
の
金
利

優
遇
や
補
助
金
な
ど
の
支
援
も
準

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
講
料
千
円
。

⃝
期
間
＝
10
月
17
日
㈪
・
20
日
㈭
・

24
日
㈪
・
31
日
㈪
、
11
月
７
日
㈪

計
５
日
間
、
18
時
30
分
～
21
時

⃝
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階

⃝
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
商
工
会
議
所
経

営
支
援
課
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
を

対
象
に
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
実
費
。

①
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
基
礎
）

⃝
期
日
＝
11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮

18
時
～
21
時
※
定
員
15
人

⃝
テ
キ
ス
ト
代
＝
２
１
０
０
円

⃝
会
場
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

⃝
締
切
＝
10
月
31
日
㈪

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座

⃝
期
日
＝
11
月
19
日
・
26
日
・
12
月

３
日
・
10
日
・
17
日
・
１
月
７
日
・

14
日
・
21
日
※
全
土
曜
日
、
日
程
で

時
間
帯
に
変
動
あ
り
、
定
員
10
人

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
教
室

八
女
市
文
化
祭
短
歌
会

八
女
・
筑
後
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

扇
ヶ
鼻（
九
重
）に
登
り
ま
せ
ん
か

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

吹
奏
楽
団
員

親
子
de
わ
く
わ
く
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ

点
字
教
室

経
営
革
新
塾

就
業
支
援
講
習
会

　八女市未来づくり協議会では、魅力ある
組織づくりと住みよい地域づくり活動を推
進することを目的に、地域振興や活性化に
関する研修、先進地事例の調査等を実施し
ています。今回、人材育成や組織強化に関
する研修として、ユニークな発想で「むら
づくり」を進めている鹿児島県鹿屋市串良
町柳谷集落の公民館長豊重哲郎氏を招い
て講演会を開催します。参加無料ですので、
ぜひご参加ください。
◦日時＝10 月17日㈪ 13 時 30 分～
◦会場＝農業活性化センター ( 上陽 )
◦内容＝【第1部】13 時 30 分～14 時 30
分「地域づくり実践発表会」▽長峰校区ま
ちづくり協議会▽星野地区まちづくり協議会

【第 2 部】14 時 30 分～16 時
「地域づくり講演会」
・演題　行政に頼らない地域づくり
・講師　豊重哲郎氏（柳谷集落公民館長）
◦問い合わせ＝地域支援課（☎ 23・1224）

未来づくり協議会主催
「地域づくり研修会」

「
や
ね
だ
ん
」で
お
な
じ
みの
豊
重
哲
郎
氏
講
演
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て
い
ま
す
。次
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
福
岡
地

方
事
務
所
主
催
に
よ
る
弁
護
士
無
料

法
律
相
談
。
収
入
基
準
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

⃝
期
日
＝
10
月
７
日
㈮
13
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館

⃝
申
し
込
み
＝
法
テ
ラ
ス
福
岡

（
☎
０
５
０
・
３
３
８
３
・５
５
０
２
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
な
ど

に
関
す
る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
。
相
談
日
前
日
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
先
着
順
、
１
日
４
人

①
昼
間
の
相
談
《
13
時
～
15
時
》

10
月
５
日
、
11
月
２
日
、
12
月
７
日

②
夜
間
の
相
談
《
18
時
30
分
～
20

時
30
分
》
10
月
12
日
、
26
日
・
11

月
９
日
、
12
月
14
日

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

⃝
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

　

来
年
３
月
20
日
㈷
に
、
お
り
な

す
八
女
で
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｃ
О
Ｎ
２
０
１
２
を
開
催
し
ま

す
。
最
終
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
八
女

市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
愛
の
棲

む
街
」
の
合
唱
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
披

露
目
予
定
で
す
。
一
緒
に
歌
う
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
年
齢・性
別・

合
唱
経
験
不
問
。
参
加
費
３
千
円
。

⃝
練
習
＝
11
月
～
３
月
ま
で
、
平
日

昼
５
回
・
平
日
夜
５
回
・
土
日
合
同

練
習
２
回
を
お
り
な
す
八
女
で
予
定

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
穐あ

き
田た

さ
ん

（
☎
０
９
０・９
４
７
１・０
４
６
１
）

　

久
留
米
年
金
事
務
所
の
職
員
が

八
女
商
工
会
議
所
で
個
別
に
年
金

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で
に

同
事
務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
相
談
日
時
＝
10
月
19
日
㈬
、
11
月

16
日
㈬
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事

務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
６
１

９
２
）
※
年
金
の
受
給
や
請
求
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
も
受
け
付
け

の
会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
11
月
利
用
者
の
会
＝
10
月
22
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
▽

14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、

西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、

南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、見
崎
中
、上
陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

原
爆
被
爆
者
二
世
の
人
で
希
望

者
を
対
象
に
無
料
で
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
実
施
機
関
＝
公
立
八
女
総
合
病
院

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

⃝
実
施
期
間
＝
10
月
３
日
㈪
～
２

月
29
日
㈬
、
平
日
８
時
30
分
～
11

時
※
事
前
予
約
不
要

⃝
ほ
か
に
県
内
19
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
。
県
庁
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
人
の

家
族
が
相
互
に
助
け
合
い
、
学
び
合

い
、
協
力
し
て
心
の
病
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

誰
に
も
言
え
な
い
と
一
人
で
悩
ま
な

い
で
、
同
じ
立
場
の
人
々
と
気
軽
に

話
せ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⃝
開
催
日
＝
10
月
25
日
、
11
月
22

日
、
12
月
27
日
、
1
月
24
日
、
2

月
28
日
、
3
月
27
日
※
全
火
曜
日

⃝
時
間
＝
14
時
～
15
時
30
分

⃝
場
所
＝
八
女
作
業
所
（
旧
親
和
銀

行
八
女
支
店
）
内
２
階
交
流
ス
ペ
ー
ス

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
精
神

障
害
者
家
族
会
「
の
ぞ
み
会
」
事

務
局
（
☎
２
３
・
１
７
４
７
）

　

広
川
町
・
同
教
育
委
員
会
主
催

で
、
同
町
の
小
学
４
・
５
年
生
を

対
象
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中

観
察
事
業
を
行
い
ま
す
。
離
発
着

に
よ
る
騒
音
等
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
10
月
11
日
㈫
８
時
30
分
～

16
時
、
12
日
㈬
８
時
30
分
～
13
時

※
雨
天
時
は
10
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
広
川
町
学
校
教

育
課
（
☎
３
２
・
０
０
９
３
）

　

福
岡
県
で
は
５
年
ご
と
に
「
福

岡
県
母
子
世
帯
等
実
態
調
査
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
県
内
の
母
子
世
帯

等
の
日
常
生
活
の
状
況
や
要
望
を

把
握
し
、
今
後
の
母
子
等
福
祉
施

策
の
充
実
や
そ
の
効
果
的
推
進
を

図
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
調
査
日
＝
11
月
１
日

⃝
調
査
対
象
世
帯
＝
母
子
世
帯
・

父
子
世
帯
・
養
育
者
世
帯
の
一
部

⃝
調
査
方
法
＝
県
の
指
示
に
よ
り
、

市
が
母
子
世
帯
・
父
子
世
帯
・
養
育

者
世
帯
を
抽
出
し
、
県
か
ら
対
象
世

帯
へ
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
※

父
子
世
帯
・
養
育
者
世
帯
は
調
査

員
が
家
庭
訪
問
し
調
査
し
ま
す
。

⃝
山
の
井
用
水
路
＝
10
月
15
日
㈯

～
31
日
㈪
⃝
中
の
井
用
水
路
＝
10

月
20
日
㈭
～
11
月
３
日
㈷

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　

様
々
な
事
情
で
家
庭
で
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
温

か
く
受
け
入
れ
て
、
養
育
し
て
い
た

だ
け
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
親
が
死
亡
、
行
方
不
明
等

に
な
っ
た
子
ど
も
を
三
親
等
以
内
の

親
族
が
養
育
す
る
場
合
に
は
、
親

族
里
親
制
度
も
あ
り
ま
す
。

⃝
相
談
窓
口
＝
久
留
米
児
童
相
談

所
（
☎
０
９
４
２・３
２・４
４
５
８
）

子
ど
も
の
養
育
費
等
法
律
相
談

秋
の
巡
回
法
律
相
談

年
金
相
談

小
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
人

の
家
族
の
交
流
会

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中
観
察
事
業

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
10
月
24
日
㈪
10
時
～
11
時
30

分
、
12
時
30
分
～
15
時
30
分
▼
場
所
＝

三
河
小
学
校
▼
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
献

血
推
進
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断

10
月
は
里
親
月
間

福
岡
県
母
子
世
帯
等
実
態
調
査

秋
季
停
水
の
お
知
ら
せ

八
女
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
お
う

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
や
め
９
月
15
日
号

９
ペ
ー
ジ
の
「
第
５
次
八
女
市
行
政
改
革

大
綱
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
」

２
段
目
、
２
事
務
事
業
の
減
量
・
効
率
化

の
中
で
民
間
委
託
開
始
業
務
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
福
島
小
学
校
の
給
食
調
理
業
務

（
正
）
福
島
中
学
校
の
給
食
調
理
業
務
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無料法律相談
◦10 月20日㈭（10/5 予約開始）、11月4
　日㈮（10/25 予約開始）13 時～16 時／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦10 月14 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦10 月 21日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※予約☎４２・２１３１
◦10 月 28 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※予約☎５４・３００３
◦ 10 月 21 日㈮ 10 時～ 12 時／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦10 月13日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
※予約男女共同参画・生涯学習課☎ 23・1314
女性相談
◦10 月20日㈭９時 30 分～11時 30 分
　／働く婦人の家（立花町）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦10 月18日㈫10時～11時／黒木総合支所第
3 相談室※問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦10 月4日㈫ 13 時～ 16 時／矢部公民館
◦10 月5日㈬ 13 時～16 時／星野支所
◦10 月7日㈮ 13 時～ 16 時／社会福祉会
　館／地域福祉センター（上陽）
◦10 月12日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
◦10 月14日㈮ 13 時～16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎ 23・1111）
◦10 月19日㈬ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
◦10 月 5 日㈬、19 日㈬ 9 時 30 分～ 12
　時／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月24 日㈪ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター
◦10 月4 日㈫ 13 時～ 16 時
　／矢部公民館
司法書士相談（社協☎ 23・0294）
◦10 月14 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時

　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月 21日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎ 23・0294）
◦10 月 5 日㈬、19 日㈬
　13 時 30 分～ 16 時／社会福祉会館
◦ 10 月 12 日㈬、26 日㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦10 月5日㈬、19日㈬ 9時 30 分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月12日㈬、26日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
日本政策金融公庫相談
◦10月7日㈮13時～15時／商工会議所
税務相談
◦10月11日㈫10時～15時／商工会議所
経営支援相談
◦毎週月曜日13時30分～16時30分／
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
社会保険個別相談
◦10月19日㈬10時～15時（毎月第3水曜）
　／商工会議所※久留米年金事務所
　へ要予約☎０９４２・３３・６１９２
不動産相談
◦10月26日㈬13時～15時／商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦10 月18日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦10 月13 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦10 月14日㈮・18日㈫ 10 時～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦10 月 4 日㈫・18 日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦10月13日㈭11時～12時／矢部公民館
◦10 月27日㈭10 時～12 時／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）（☎ 0944・72・2812）
多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館　※☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分
  ／八女市役所消費生活相談室☎ 23・1183
◦毎週水曜9時～16時 ／黒木総合支所
　１階第３相談室☎２３・１１８３

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8 時 30 分～ 17 時 15 分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～ 20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

火災出火件数   2件 （  33件）
救急出動件数 266件  （2,001件）
救急搬送人数 260人 （1,945人）

発生件数 57件 （323件）
傷　　者 79人 （434人）
死　　者 1人 （2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 69,652  (-83)
男 32,814  (-37)
女 36,838  (-46)

世帯数 23,915  (- 2)
　※（　）内は前月比

出生 38 人 転入 130人
死亡 80 人 転出 171人

相談はお気軽にどうぞ

◦市県民税（第 3 期）◦国民健康保険税（第 4 期）
◦介護保険料（第 4 期）◦後期高齢者医療保
険料（第 4 期）◦住宅家賃◦保育料◦水道料
◦下水道使用料◦下水道受益者負担金
◦農業集落排水施設使用料 ▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月1日現在）

▼ 8 月の異動       納期限・口座振替日は10月31日㈪
※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。納期限内
の納付にご協力ください。遅れると延滞金が加算されることに
なります。※納付書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

10
月
に
納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約



♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

▼
今
月
の
表
紙
は
い
つ

も
と
趣
向
を
変
え
、
伊
能
忠

敬
が
計
測
し
作
っ
た
地
図
。
表

紙
の
ど
こ
か
に
２
０
０
年
前
の

八
女
市
が
・
・
・
虫
眼
鏡
片
手

に
探
し
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ

う
。伊
能
図
の
フ
ロ
ア
展
も
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
（
Ｍ・Ｍ
）

▼
笑
顔
が
す
て
き
な
人
を
見
る

と
、心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
今

月
の
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ｅ
人
で
紹
介
し
た

サ
ダ
メ
さ
ん
は
正
に
そ
ん
な
人
。

97
歳
の
今
も
現
役
で
働
き
、日
々

の
こ
と
を
日
記
に
綴
る
。明
る
く

朗
ら
か
で
い
つ
も
周
り
に
感
謝

し
な
が
ら
、
周
り
を
元
気
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
多
く
の
フ
ァ

ン
を
抱
え
る
ス
ー
パ
ー
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
お

元
気
で
元
気
の
パ
ワ
ー
を
降
り

注
い
で
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

眞鍋 きらりちゃん

牛島 俊
しゅん

ちゃん

Ｈ22年10月11日生（谷川）

Ｈ22年10月26日生（津江）

祝１歳☆楓の笑顔にメ
ロメロです♪元気に大
きくなってね！

きらちゃんお誕生日おめ
でとう♡キラキラな笑顔
でみんなをいやしてね！

俊、ゆな姉と元気いっ
ぱい大きくなってね♡

お誕生日おめでとう‼
生まれてきてくれてあ
りがとう♡大好き♡

♡1歳♡お兄ちゃん、お
姉ちゃんのように元気に
育ってね♡大好きダヨ♡

お誕生日おめでとう。い
つまでも笑顔のステキな
心咲ちゃんでいてね☆

植木 奏
そうすけ

介ちゃん

江崎 柚
ゆ ず き

希ちゃん

野中 貴
た か や

矢ちゃん

Ｈ22年10月1日生（蒲原）

Ｈ22年10月12日生（室岡）

Ｈ22年10月26日生（平田）

室園 弥
み こ と

琴ちゃん

伊藤 愛
あ い ま

真ちゃん

平 心
み さ

咲ちゃん

Ｈ22年10月1日生（稲富）

Ｈ22年10月13日生（平田）

Ｈ22年10月29日生（吉田）

川原 楓
ふ う か

香ちゃん

Ｈ22年10月10日生（高塚）

小山 陽
ひ な た

遥ちゃん

Ｈ22年10月20日生（山崎）
陽遥 1 歳おめでとう！
これからもニコニコ笑
顔で元気に育ってね★

生まれてくれてありがと
う。たくさん笑って泣い
て人生を奏でていってね。

ゆず1歳おめでとう♡こ
れからも元気にすくすく
育ってね！大好きだよ。

お姉ちゃんのまねごとが
大好きなたあくん。1歳
のおたん生日おめでとう。

祝１歳！生まれてきてく
れてありがとう♡愛し
てるよ♡

笑顔の可愛い水玲ちゃ
ん♡月咲くんと仲良く
心優しい子でいてね。

たくさん食べて元気に
大きく育ってください！

いつも笑顔にしてくれ
てありがとう。これか
らもよろしくね♡

はーちゃん誕生日おめ
でとう♡これからも笑
顔で元気に頑張ろう‼

お誕生日おめでとう♡お
友達を大切にできる優し
い子になってください！

★祝 １歳★いつもニコ
ニコ♥お兄ちゃんと一
緒に元気に育ってネ！

☆お誕生日おめでとう
☆お兄ちゃんと仲良く
元気に育ってね♡

元気娘‼みんな里那が
大好きだよ♡ 1歳の誕
生日おめでとう‼

みんなのいやしです♡
笑顔いっぱい元気な素
敵な男の子になぁれ☆

れお兄ちゃん大好きな
りのんちゃん♪早く歩
けると良いね♡

隈本 千
ち ひ ろ

尋ちゃん 野中 葉
は づ き

月ちゃん

田中 友
と も き

絆ちゃん

平井 裕
ゆ か り

佳里ちゃん齊藤 栄
え い た

太ちゃん

三角 里
り な

那ちゃん

岩部 太
た い し

信ちゃん

西村 凛
り の ん

愛ちゃん

近見 陽
ひ な

奈ちゃん

松雪 水
す み れ

玲ちゃん

馬場 凪
な ぎ さ

沙ちゃん

Ｈ22年10月6日生（納楚） Ｈ22年10月2日生（本）

Ｈ22年10月16日生（龍ケ原）

Ｈ22年10月6日生（豊福）Ｈ22年10月7日生（今）

Ｈ22年10月30日生（立野）

Ｈ22年10月19日生（今福）

Ｈ22年10月31日生（井延）

Ｈ22年10月2日生（北川内）

Ｈ22年10月13日生（高塚）

Ｈ22年10月29日生（宅間田）

●池の山荘　チェックイン ／ 16時 チェッ
クアウト ／ 10時　宿泊料金 ／ 9,500円
～（1泊2食付 税・サービス込）　日帰り
プラン ／ 料理・入浴 3,500円～　●星の
温泉館きらら　営業時間 ／ 入浴 10時～
21時30分（最終入館）  休憩棟 ／ 10時～
20時　利用料金 ／ 大人500円  小人250
円　●問い合わせ・予約　池の山荘／
星の温泉館きらら（☎52・2082   N52・
3662）グラウンド・ゴルフ場（池の山
キャンプ場）（☎52・2910）Shttp://www.
hoshinofurusato.com/

八
女
市
星
野
村
の
中
心
地
を一望

で
き
る
、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
の一角

に
あ
る
「
池
の
山
荘
」。
平
成
20
年

３
月
に
リニュー
ア
ル
オ
ー
プン
し
、
星

野
村
産
の
杉
材
を
た
く
さ
ん
使
用
し

た
、モ
ダン
和
風
のコンセ
プ
ト
に
こ
だ

わっ
た
作
り
と
なって
い
ま
す
。

木
の
香
り
漂
う
客
室
は
全
部
で
14

室
。お
客
様
の
ス
タ
イ
ルに
合
わ
せ
て
、

和
室
・
洋
室
・
和
洋
室
・
半
露
天
風

呂
付
き
の
和
室
が
あ
り
、
心
地
よ
い
空

間
で
ゆった
り
と
くつ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、清
流
星
野
川
に
生
息
す

る
新
鮮
な
ヤマメ
や
山
里
の
旬
の
食
材

等
を
使った
食
事
も
ご
堪
能
い
た
だ
け

ま
す
。
少
人
数
か
ら
１
５
０
人
ま
で
利

用
で
き
る
宴
会
場
も
あ
り
、
11
人
以

上
か
ら
送
迎
バス
も
利
用
で
き
ま
す
。

オススメ
は“
星
の
温
泉
館
き
ら
ら
”

の
湯
。
標
高
３
５
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
美

し
い
棚
田
や
耳
納
連
山
な
ど
の
絶
景

を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
「
み
は
ら
し

の
湯
」
と
、
緑
豊
か
な
木
に々
囲
ま
れ

四
季
の
風
情
が
楽
し
め
る
「
も
り
の

湯
」
の
２
種
類
の
露
天
風
呂
が
あ
り

ま
す
。
泉
質
は
単
純
アルカ
リ
温
泉
Ｐ

Ｈ
９
・
４
の
美
人
の
湯
と
も
言
わ
れ
、

お
肌
がツルツルに
！
午
後
７
時
か
ら
は

入
浴
料
が
３
０
０
円
（
通
常
５
０
０

円
）に
な
る
の
で
、
天
気
の
良
い
日
は

満
天
の
星
を
眺
め
な
が
ら
ゆった
り
と

浸
か
る
の
も
最
高
の
ひ
と
と
き
で
す
。

ま
た
、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
内
に

グ
ラ
ウン
ド
ゴルフ
場
が
あ
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。８
ホ
ール
か
ら
な
る
３

コ
ース
が
配
置
さ
れ
、
全
面
天
然
芝
の

起
伏
に
富
ん
だコ
ース
。
森
の
中
のコ
ー

ス
で
四
季
を
感
じ
な
が
ら
プ
レ
ー
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
難
易
度
も
違
って
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

グ
ラ
ウン
ド
ゴルフ
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
、
そ
の
後
は
温
泉
で
リ
ラッ
クス
す

る
の
も
いい
で
す
ね
。

星
の
ふ
る
さ
と
公
園
で
心
も
身
体

も
の
～
ん
び
り
リ
フ
レッ
シュ
し
ま
せ

ん
か
。

※本ページ右下のサービス券を平日10時
～19時まで「星の温泉館きらら」に持
参されると入浴料を200円割引します。
（有効期限：平成23年11月30日まで）

よ
か

茶
の
く
に　
　
　
　
　

　
　

と
こ
巡
り
◇13

心
身
を
い
や
す
山
里
の
宿　

池
の
山
荘

入浴料20
0円

割引

（星
の温
泉館
きら
ら）

H2
3.１
１.3
0

有
効
期
限

茶
の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

観光振興課 しば
た

　お部屋でのんびり木の香り漂う ♬

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着
順となります。写真はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています


